
◎表紙

仙台城本丸跡から仙台のまちなかを東に望む。眼下
に流れるのは広瀬川。スカイラインの中ほど右側の
白亜のビルに「仙台スタートアップスタジオ」が設置
され、その奥に隠れて仙台駅が位置する。また、冊
子ロゴ下の左端にわずかに見える高層ビルには仙台
市起業支援センター「アシ☆スタ」が設置されている。
表紙タイトルの「いぐすか」は、仙台弁で「行きましょ
う」や「行きましょうか」を意味する。



毎年5月第3 土日に開催される「仙台
青葉まつり」においてコンテスト形式
で披露される「仙台すずめ踊り」。
小気味よいテンポで跳ね踊る姿が雀
の姿に似ていることや、伊達家の家
紋が「竹に雀」であったことから「す
ずめ踊り」と呼ばれ、1987年に400
年の歳月を超え甦り今日に至る。
於：定禅寺通
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仙台藩祖伊達政宗公の霊屋（おたまや）「瑞鳳殿」。
2001年に開府四百年を記念して復元し、創
建当時の姿が甦った。

市民の憩いの場「西公園」。定禅寺通・広瀬通・
青葉通から西端の広瀬川沿いにある。
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❶【Nano Terasu】次世代放射光施設で、
ナノまで見える巨大な顕微鏡と呼ばれる。イノ
ベーションの起点として期待される（ｐ.12）

❷【東北大学スタートアップ事業化センター】
東北大学に関係する教員・学生・卒業生たち
のスタートアップを支援する（ｐ.4 ｐ.12）

❸【東北大学川内キャンパス】東北大学の全
学教育が行われる北キャンパスと文系学部な
ど集まる南キャンパスがある

❹【東北大学川内ガレージ】川内キャンパス
の附属図書館内に設置された教職員・学生向
けスタートアップ情報発信拠点

❺【仙台城本丸跡】青葉城ともいわれる城跡
に伊達政宗騎馬像は設置されている。仙台市
内を一望するビューポイントである

❻【広瀬川】評定河原橋と仙台市内を望む。
広瀬川は「仙台らしさ」の象徴であり、自然
や歴史、文化を漂わせ市民に愛されている。

❽【広瀬通】仙台駅の北側から西公園まで東
西に伸びる大通り。３列のイチョウ並木の景
観は存在感のある姿を見せている

❾【青葉通】仙台駅前から一直線に青葉山を
望む大通り。銀行などのオフィスビルが林立
し、一番町ショッピング街が南北に伸びる

❼【定禅寺通】杜の都のシンボルロード。ケ
ヤキ並木や文化施設があり、ジャズフェスなど
の多様なイベントの舞台となる（ｐ.12 ｐ.20）

�【仙台市役所】東一番町通りから定禅寺通、
勾当台市民広場を経て望む。現在、2027 年
11月の竣工予定で解体工事が進んでいる

�【勾当台公園】公園付近には仙台市役所、
青葉区役所、宮城県庁（写真）のほか国の出
先機関が多く周囲は官庁街となっている

�【仙台駅／西口】東北地方最大のターミナ
ル駅。ここを起点に西面の青葉山に向かって
仙台市のまちなかが広がる

東北大学の研究シーズと連携した新ビジネス創成を支援。T-Biz は、中小
機構が宮城県、仙台市及び東北大学と連携して運営する。

東北最大級のシェアオフィス・コワーキングスペース。セミナーやイベント
が企画できるフリースペースや、多目的な会議室利用も可能。

仙台市が運営する起業支援センター。起業検討者や、起業後 5 年以内の方
を対象に、起業に関するさまざまなサポートを提供する。

チャレンジする「マインドの育成」、アイデアやビジネスチャンス創出のた
めの「きっかけの場づくり」、そしてオフィスや資金提供まで、総合的に支援。

東北大学スタートアップ事業化センター内に学内向けに開設されたスタート
アップ情報発信拠点である。

革新的なアイデアや技術を強みに、仙台・東北から世界を変えるスタートアッ
プ創出をめざし、起業から成長に向けたワンストップ支援で提供する。

仙台スタートアップスタジオ東北大学青葉山ガレージ

東北大学連携ビジネスインキュベータ
アシ☆スタ
仙台市起業支援センター

INTILAQ 東北イノベーションセンター

仙台スタートアップスタジオ

東北大学青葉山ガレージ

東北大学連携
ビジネスインキュベータ T-Biz

アシ☆スタ
仙台市起業支援センター
INTILAQ
東北イノベーションセンター

enspace

enspace

※INTILAQ は仙台駅から東約 8Kmの若林区卸町にある。

■仙台スタートアップ支援拠点の連携

主なスタートアップ支援拠点

仙台スタートアップ
支援拠点関連Map

仙台市は2020年の「スタートアップ・エコシステム拠点都市」選定を機に、
地域の活性化とイノベーション産業創出をめざし、スタートアップ支援を加
速させています。

2024年４月には「仙台スタートアップスタジオ」を開設し、ここをハブとし
て各支援拠点の連携を強化。起業家のあらゆるニーズに対応できるワンス
トップ体制を展開し、仙台から世界に羽ばたくスタートアップを強力に推進
しています。

上記の図は仙台市経済局スタートアップ課作成のプレゼン資料から抜粋し本誌が再編集
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ジ
ェ
ト
ロ
出
向
で
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
赴
任

ス※

※

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
衝
撃

―
―
ま
ず
酒
井
課
長
の
仙
台
市
役
所
入
庁
ま
で
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
関

わ
る
ま
で
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

酒
井　

私
の
生
ま
れ
は
仙
台
市
で
、
小
さ
い
こ

ろ
は
父
の
転
勤
の
関
係
で
宮
城
県
内
を
転
々
と

し
、
中
学
か
ら
は
ず
っ
と
仙
台
市
で
過
ご
し
ま

し
た
。
仙
台
市
も
若
者
の
首
都
圏
流
出
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
仙
台
に
い
る
の
が
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
て
、
大
学
も
東
北
大
学

に
進
み
卒
業
す
る
と
仙
台
市
役
所
を
志
望
し
て

入
っ
た
と
い
う
変
化
の
な
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な

ん
で
す
（
笑
）。

―
―
平
穏
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
大
学
は
文
系
で
す

か
、
理
系
で
す
か
。

酒
井　

文
学
部
で
す
。
ち
ょ
っ
と
畑
違
い
で
す

ね
（
笑
）。
た
だ
、今
の
業
務
に
少
し
つ
な
が
っ

て
い
る
の
が
留
学
生
と
の
交
流
が
あ
る
日
本
語

教
育
を
専
攻
す
る
学
科
に
在
籍
し
た
こ
と
で
す
。

入
庁
し
て
最
初
は
福
祉
や
人
事
畑
を
歩
み
、
そ

の
後
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
に
派

遣
さ
れ
る
と
い
う
パ
ス
を
使
い
、
２
０
０
６
年

に
ジ
ェ
ト
ロ
へ
の
出
向
が
決
ま
り
、
東
京
で
１

年
間
勤
務
し
た
の
ち
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ

酒井宏二 氏
仙台市経済局イノベーション推進部 スタートアップ支援課 課長
東北大学スタートアップ事業化センター 特任教授（客員）

 1975年 宮城県仙台市生まれ。仙台第二高校、東北大学文学
部卒業。1997年 仙台市役所入庁。その後、福祉や人事畑を
歩み、2006年 ジェトロ（日本貿易振興機構）に出向し、米シ
リコンバレーでスタートアップ関連業務に就く。2008年帰国後
は主に国際関連業務に従事。2019年経済局産業振興課創業
支援係 係長、2023年に経済局イノベーション推進部スタート
アップ支援課 初代課長に就任し現在に至る。

# スタートアップ
# シリコンバレー

「
進
め
！
」
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

レ
ー
に
赴
任
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ト
ロ
は
日
本
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
海
外
展
開
を
支
援
し
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
市
場
参
入
の
た
め
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
の
半
分
を
借

り
、
そ
こ
に
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
入
居

し
て
い
ま
し
た
。

―
―
い
よ
い
よ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
関
わ
り
始

め
ま
し
た
ね
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
い
つ
ご
ろ
ま

で
い
た
の
で
す
か
。

酒
井　

G
oogle 

が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

YouTube 

を
２
０
０
６
年
に
買
収
し
た
後
で
も
の

す
ご
い
勢
い
で
急
成
長
し
、
２
０
０
７
年
に
は
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
初
代iPhone

を
世
に

出
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
に

す
ご
い
行
列
が
で
き
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
歴
史
的
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

―
―
ど
ん
な
役
割
を
し
て
い
た
の
で
す
か
。

酒
井　

現
地
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
現
地
展
開
で
必
要
に
な
る

法
律
、
会
計
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

専
門
家
に
よ
る
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
日

本
人
起
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
、
日
本

の
若
手
人
材
の
受
け
入
れ
や
情
報
発
信
な
ど
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、Ｉ
Ｐ
Ａ(

情

報
処
理
推
進
機
構)

が
主
催
し
て
ス
ー
パ
ー
ク

リ
エ
ー
タ
に
認
定
さ
れ
た
日
本
人
の
若
手
起
業

家
を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
受
け
入
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
れ
を
ジ
ェ
ト
ロ
が
受
託

す
る
形
で
担
当
し
た
こ
と
で
す
。

海
外
絡
み
の
担
当
で
国
際
感
覚
を
磨
き

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
課
の
初
代
課
長
へ

酒
井　

２
０
０
８
年
ま
で
滞
在
し
て
市
役
所
に

戻
っ
て
か
ら
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

を
経
て
、
２
０
１
５
年
３
月
に
仙
台
で
開
催
さ

れ
た
「
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
」
で
「
仙

台
防
災
枠
組
」
が
採
択
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な

出
来
事
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

際
、
東
北
の
被
災
４
県
、
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・

福
島
の
方
々
と
連
携
し
て
、
大
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
世
界
の
人
た
ち
に
ど
う
伝
え
る
か
と

い
う
展
示
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
海

外
か
ら
来
る
方
々
に
被
災
地
の
復
興
の
様
子
を

直
接
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
最
終
的
に
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
26
コ
ー
ス
つ
く
り
、
皆
さ
ん
か

ら
高
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
際
姉
妹
都
市
な
ど
の
担
当
を
経

て
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
「
仙
台
・
東
北
の
ス※

※

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
」

の
設
立
な
ど
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
担
当
す

る
産
業
振
興
課
創
業
支
援
係
の
係
長
に
就
き
ま

し
た
。

―
―
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
担
当
で
す
ね
。

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
の
青
信
号
で

「
進
め
！
」
と
ば
か
り
に
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
果
敢
な
挑
戦
を
促

し
、
創
造
性
と
可
能
性
で
ま
ち

を
開
い
て
い
く

・スタートアップ支援体制の強化（人員・予算倍増）
・ディープテック・スタートアップ支援の強化
・「仙台スタートアップスタジオ」開設（2023）

・仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会設立（2019）
・J-Startup TOHOKUの立ち上げ（2020）
・仙台スタートアップ戦略の策定（2022）

・東北グロースアクセラレーター開始（2017）
・東北ソーシャル・インパクトアクセラレーター開始（2017）

・起業家応援イベント「SENDAI for Startups!」開始（2013）
・仙台市起業支援センター「アシ☆スタ」設立（2014）

2013年度

2017年度

2020年度

2023年度

東日本大震災以降高まった起業の機運を後押しし、
多様な起業家を産み育てるエコシステムを構築する 

仙台・東北のインパクト・スタートアップと
ディープテック・スタートアップを支援 

仙台・東北のスタートアップ・エコシステム
のさらなる発展

スタートアップ・エコシステム
拠点都市選定

東北全域を対象とした
アクセラレーションプログラム始動

「日本一起業しやすいまち」宣言

2011.3.11 東日本大震災

■  仙台市のスタートアップ支援の主な経過
仙台市経済局スタートアップ課作成のプレゼン資料から抜粋し本誌が再編集
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そ
れ
は
ど
の
部
局
に
な
る
の
で
す
か
。

酒
井　

経
済
局
産
業
政
策
部
で
す
。
そ
の
後

２
０
２
３
年
度
さ
ら
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

体
制
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。

　

そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、
２
０
２
３
年
１

月
の
郡
和
子
市
長
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
訪
問
で

す
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
は
じ
め

Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
集
積
地
で
も
あ
り
ま
す
が
、
大

学
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
と
い
う
点
で
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が

仙
台
市
と
東
北
大
学
の
参
考
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
翌
２
月
、

市
長
が
施
政
方
針
演
説
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
す
る
と
述
べ
、
翌

年
度
か
ら
人
員
・
予
算
が
倍
増
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
課
が
設
置
さ
れ
、

私
が
初
代
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
て
現
在
に

至
り
ま
す
。

起
業
支
援
体
制
強
化
の
き
っ
か
け
は
２
つ

大
震
災
の
復
興
と
社
会
課
題
の
解
決

―
―
酒
井
課
長
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
課
に
至

る
ま
で
の
歩
み
は
、
仙
台
市
の
起
業
家
支
援
体
制

強
化
の
一
連
の
流
れ
と
、
奇
し
く
も
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

酒
井　

２
０
１
３
年
度
の
「
日
本
一
起
業
し
や

す
い
ま
ち
」
宣
言
か
ら
始
ま
っ
た
起
業
家
支
援

の
き
っ
か
け
は
２
つ
あ
っ
て
、
1
つ
は
東
日
本

大
震
災
な
ん
で
す
。
地
域
や
社
会
の
た
め
に

何
か
貢
献
し
た
い
と
い
う
起
業
家
の
方
が
非
常

に
東
北
で
増
え
ま
し
た
。
津
波
で
流
さ
れ
て
何

も
か
も
な
く
な
っ
た
故
郷
を
見
て
い
ら
れ
な

い
。
東
北
に
は
ゆ
か
り
は
な
い
け
ど
、
何
か
役

立
ち
た
い
。
そ
う
い
う
想
い
を
持
っ
た
多
く
の

起
業
家
の
方
々
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
仙
台
市

の
立
場
と
し
て
は
そ
こ
を
後
押
し
し
、
延
い
て

は
持
続
的
な
経
済
成
長
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
も
う
一
つ
は
社
会
課
題
で
す
。
仙
台
・
東
北

は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
課
題

が
世
界
で
も
一
番
先
に
や
っ
て
来
る
地
域
と
言

わ
れ
、
そ
れ
が
大
震
災
で
一
気
に
顕
在
化
し
ま

し
た
。
そ
の
社
会
課
題
解
決
の
担
い
手
と
し
て
、

行
政
と
し
て
も
起
業
家
と
一
緒
に
そ
の
課
題
を

解
決
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
２
つ
の
理
由
で
仙

台
市
は
起
業
家
支
援
を
始
め
た
ん
で
す
。

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

テ
ッ
ク
向
け
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
向
け
を
用
意

―
―
肝
心
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

酒
井　

特
徴
的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
２
０
１

７
年
度
か
ら
の
東
北
全
域
を
対
象
と
し
て
開

始
し
た
ア※

※

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
採
択
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
起
業
家
を
約
半

年
間
集
中
支
援
し
ま
す
。
２
種
類（
下
図
参
照
）

あ
っ
て
、
一
つ
は
「
東
北
グ
ロ
ー
ス
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
（
T
G
A
）」
と
い
う
社
会
的
・
経

済
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
両
立
す
る
急
成
長
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
で
、
特
に
東
北
の
各
大
学
発
の

技
術
を
使
う
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
向
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
が
「
東
北
ソ※

※

ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
パ
ク
ト
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
（
S
I
A
）」

と
い
う
社
会
課
題
解
決
を
め
ざ
す
社
会
起
業
家

向
け
で
す
。
２
０
１
７
年
当
時
か
ら
社
会
起
業

家
向
け
の
本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

地
域
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
れ
が
仙
台
市
の
特
徴

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
い
か
が
で
す
か
。

酒
井　
８
年
間
の
合
計
で
２
０
０
者
近
く
支
援
し

て
成
果
も
出
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
系

の
事
例
と
し
て
は
「（
株
）ElevationSpace

」

「
輝
翠 
T
E
C
H（
株
）」「
ア
イ
ラ
ト（
株
）」「
パ

ワ
ー
ス
ピ
ン（
株
）」
な
ど
の
例
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
輝
翠 TECH

社
は
タ
ミ
ル
・
ブ
ル
ー

ム
さ
ん
と
い
う
東
北
大
学
の
留
学
生
が
博
士
課

程
修
了
後
に
起
業
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
す
。

東
北
が
大
好
き
で
、
旅
の
途
中
に
出
会
っ
た
青

森
の
リ
ン
ゴ
農
家
の
高
齢
者
の
重
労
働
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
研
究
し
て
い
た
月
面
探
査
用

ロ
ー
バ
ー
の
技
術
を
農
業
用
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
に

転
用
し
て
、
そ
の
課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
We
b
サ
イ
ト
で
も
紹
介
さ
れ
る

ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―　

東
北
大
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
す
ご

い
ん
で
す
ね
。
先
生
方
は
ど
う
で
す
か
。

酒
井　

パ
ワ
ー
ス
ピ
ン
社
は
東
北
大
学
の
遠
藤

哲
郎
教
授
が
Ｃ
Ｏ
Ｏ
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
担

当
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
い

う
消
費
電
力
を
１
０
０
分
の
１
に
低
減
す
る
技

術
で
半
導
体
業
界
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
に

な
り
得
る
と
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
こ
の
技

術
が
実
装
さ
れ
れ
ば
、
災
害
時
で
も
ス
マ
ホ
の

充
電
切
れ
に
恐
怖
す
る
こ
と
も
な
く
、
個
人
的

に
も
非
常
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

言
わ
れ
る
社
会
起
業
家
も
数
多
く
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
界
隈
で
は
有
名

な
「（
株
）ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
」
を
は
じ
め
、「（
株
）

北
三
陸
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」「（
株
）キ
ュ
ー
テ
ス
ト
」

「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

S
T
O
R
I
A
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
社
は

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
を
傘
下
に
持
つ
L
V
M
H
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
で
日
本
企

業
と
し
て
初
受
賞
し
、
パ
リ
に
も
拠
点
を
構
え

事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト（
生
の
芸
術
）と
も
呼
ば
れ
る
障
が
い
者
の

方
が
描
く
独
創
的
な
ア
ー
ト
で
、
障
が
い
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
ハ
ー
バ
ー
ド
が
仙
台
・
東
北
で
学
ぶ
の
か

そ
こ
に
真
正
な
起
業
家
精
神
を
磨
く
場
が

仙台市経済局スタートアップ課作成のプレゼン資料から抜粋し本誌が再編集

■  仙台市のスタートアップ支援と成果例

インパクト・スタートアップ 社会課題の解決を第一義に展開し、
経済的持続性と社会インパクトを備える ディープテック・スタートアップ 社会的・経済的インパクトを両立し、

成長志向で、より 広い市場 を目指す

仙台市プログラム アルムナイ仙台市プログラム アルムナイ

輝翠 TECH 株式会社
代表取締役  タミル・ブルーム 氏

パワースピン 株式会社
代表取締役 COO  遠藤哲郎 氏

アイラト株式会社
代表取締役  角谷倫之 氏

月面探査機の最新技術で人材不足
や高齢化など農業の課題解決に向
け、オフロード自律走行 AI ロボット
事業を展開。

消 費 電 力 を 100 分 の 1 に 低 減 する
スピントロニクス半導体技術により
半導体設計事業を展開。
累計 35.5 億円調達。

株式会社 ElevationSpace
代表取締役  小林稜平 氏

国際宇宙ステーションに代わる小
型人工衛星による宇宙環境での実
証・実験サービス「ELS R」を開発 。
累計 21 億円調達。

放 射 線 治 療 AI “AIVOT” を 開 発し、
AI を用いて様々なプロセスを自動
化し、高精度な予測技術を使った
高品質な治療計画、合わせて安全
性の確立と省力化を実現。

株式会社 北三陸ファクトリー
代表取締役  下苧坪之典 氏

認定NPO法人 STORIA 
代表理事  佐々木綾子 氏

株式会社 キューテスト
代表取締役  中原絵梨香 氏

うに再生養殖や 6 次産業化を通じた
水産業の課題解決と活性化に取り組
む。2023年にオーストラリアに現地
法人を設立。

こどもの貧困の連鎖を断ち切り、「愛情が循環する未来へ」という
ビジョンのもと、こどもの居場所づくりや孤立家庭を防ぐための
事業等に取り組む。市民協働事業提案制度をきっかけに、「ひとり
親からのメール相談」「子どもの居場所づくり」が市事業として実
施されている。

株式会社 ヘラルボニー
代表取締役  松田文登 氏

知的障がいのあるアーティストの描
く作品をベースにブランドを展開。J 
Startup 及び J Startup IMPAC T に
採択。日本企業として初めて LVMH 
InnovationAward 2024 受賞。

「東北から日本の子育てを楽しくす
るインフラを創る」をミッションに掲
げ、 0 歳 0 カ月から頼める保育家事
事 業、託 児 事 業、産 前 産 後 ケア、
ヘルステック事業などに取り組む。
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―
―
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
で
あ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
で

あ
れ
、
社
会
課
題
解
決
に
寄
せ
る
想
い
は
な
み
な

み
な
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。

酒
井　

そ
れ
が
仙
台
・
東
北
ら
し
さ
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
利
益
の
み
な
ら
ず
デ
ィ
ー
プ

テ
ッ
ク
系
の
起
業
家
も
社
会
課
題
解
決
を
目
的

に
し
て
い
る
方
が
多
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
に
関

連
し
て
興
味
深
い
話
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
２

年
か
ら
毎
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
（
H
B
S
）
の
学
生
が
数
十
名
来
訪
し

て
い
ま
す
。
仙
台
・
東
北
の
社
会
起
業
家
か
ら

学
び
た
い
と
い
う
ん
で
す
。
彼
ら
は
ア
ウ
ト
サ

イ
ド
イ
ン
の
思
考
で
市
場
や
顧
客
ニ
ー
ズ
な
ど

の
外
部
環
境
情
報
を
収
集
分
析
し
て
一
番
稼
げ

る
と
こ
ろ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
常
で
す
が
、

仙
台
・
東
北
の
社
会
起
業
家
は
イ
ン
サ
イ
ド
ア

ウ
ト
の
思
考
で
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
と
い
う
心
の
内
か
ら
の
想
い
で
事
業
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
ま
す
。
そ
の
両
者
の
違
い
か
ら
、
利

益
の
最
大
化
だ
け
が
起
業
の
目
的
で
は
な
い
こ

と
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
〝
自
分
の
人
生

で
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
何
の
た
め
に
生
き

る
の
か
〟
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
学

び
と
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

H
B
S
で
は
仙
台
・
東
北
を
〝
真
正
な
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
世
界
的
な
実
験
場
〟

の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
参
加
者
・
起
業
家
双
方

の
学
び
の
場
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
彼
ら
は

世
界
中
を
学
び
の
場
と
し
て
い
ま
す
が
、
10
年

以
上
も
続
い
て
い
る
の
は
こ
の
仙
台
・
東
北
だ

け
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
仙
台
の
強
み
は
「
仙
台
ら

し
さ
」
だ
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。「
仙
台
ら
し
さ
」

で
ま
と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

酒
井　
「
仙
台
ら
し
さ
」
と
は
大
き
く
２
つ
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
ず
「
社
会
課
題
を
解
決
し
た

い
と
い
う
強
い
想
い
」
で
す
。
そ
れ
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
過
程
で
特
に
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
起
業
家
の
方
々
も
そ
の
想
い
か
ら

立
ち
上
が
り
、
そ
の
想
い
が
生
き
ざ
ま
と
な
っ

て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
結
実
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

も
う
一
つ
は
や
は
り
東
北
の
各
大
学
の
存
在

で
す
。
特
に
東
北
大
学
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
研
究
成
果
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
技
術
シ
ー
ズ
が
強
み
で
す
。
こ
の
種

を
基
に
起
業
し
て
い
く
こ
と
で
、
有
望
な
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
世
界
で
一
番
の
グ
リ
ー
ン
な
都
市
」で

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
果
敢
な
挑
戦
を
促
す

―
―
と
こ
ろ
で
仙
台
市
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

は
、
仙
台
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
仙
台
市

基
本
計
画
」
や「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」
な

ど
と
の
関
係
か
ら
紐
解
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

酒
井　
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」
は
、

仙
台
市
が
独
自
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
仙

台
市
を
含
む
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・ 

エ
コ

シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
」
の
発
起
人
団
体
が

議
論
し
て
練
り
上
げ
た
戦
略
と
い
う
位
置
づ

け
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
「
仙
台
市
基
本
計

画
」
は
仙
台
市
の
10
年
の
計
画
に
な
り
、「
挑

戦
を
続
け
る
、
新
た
な
杜
の
都
へ
」
～〝The 

Greenest City

〟SENDAI

～
と
い
う
こ
と
で
、

「
世
界
で
一
番
グ
リ
ー
ン
な
都
市
に
な
ろ
う
」

と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
グ
リ
ー
ン
か
ら

想
起
さ
れ
る「
自
然
」「
心
地
よ
さ
」「
成
長
」「
進

め
！
」
の
４
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
自
然
」
の
恵
み
の
「
心
地
よ
さ
」
の
中
で
希

望
の
種
が
芽
吹
い
て
ど
ん
ど
ん
「
成
長
」
す
る
。

そ
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
の
青
信
号
で
「
進

め
！
」
と
ば
か
り
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
果
敢

な
挑
戦
を
促
し
、
創
造
性
と
可
能
性
で
ま
ち
を

開
い
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
こ
の
「
進
め
！
」
の
象
徴
的
な
施

策
な
の
で
す
。

―
―
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」の
序
で
言
う

「
東
北
を
、挑
戦
者
た
ち
の
理
想
郷
に
す
る
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

酒
井　

ま
さ
に
そ
う
で
す
。「
仙
台
市
基
本
計

画
」
で
は
８
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
推
進
さ
れ
て
い
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
最
も
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
７
つ
目

の
「
T
O
H
O
K
U
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

す
。「
仙
台
・
東
北
を
舞
台
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
」
方
針
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
系
や

デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
つ
目
の
「
都
心

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
「
せ
ん
だ
い
都
心
再

構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
含
ん
で
い
て
、
私
た

ち
の
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
」
を

開
設
し
て
い
る
「
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
仙
台
中
央

ビ
ル
」（
p

・ 

28
参
照
）が
、
そ
の
第
１
号
案
件

な
ん
で
す
ね
。
２
０
２
4
年
３
月
の
開
業
以
来
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市

の
発
展
を
め
ざ
し
、
仙
台
市
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
の
機
能
を
置
い
て
い
ま
す
。

―
―
今
日
も
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
そ
う
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
イ
ベ
ン
ト
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

酒
井　

イ
ベ
ン
ト
は
毎
週
の
よ
う
に
や
っ
て
い

ま
す
。
本
日
（
２
０
２
５
年
３
月
）
は
仙
台
経

済
同
友
会
と
の
連
携
の
も
と
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
と
し
て
設
け
て
い
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
」
の
方
々
が
登
壇
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
仙
台
・
東
北
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
が
事

業
の
成
長
・
拡
大
に
向
け
た
経
営
、
組
織
づ
く

り
、
販
路
拡
大
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
今
日
は

ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
の
竹
川
隆
司
さ
ん
（
p

・ 

20

参
照
）
な
ど
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。「
窓
口
相
談
」
で
は
、

通
常
相
談
は
当
ス
タ
ジ
オ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
課
職
員
が
１
人
常
駐
し

て
対
応
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
相
談
は
、
必
要
に
応
じ
て
仙
台
市

を
含
む
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
推
進
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
提
供

す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
お
つ
な
ぎ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
富
な
知
識
を
持
つ
専
門
家
な
ど
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
「
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
に
加
え
、「
メ
ン
タ
ー

ズ
ボ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
、
首
都
圏
等
で
活
躍
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
経
営
者
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
を
中
心
と

し
た
方
々
が
、
事
業
の
壁
打
ち
や
資
金
調
達
な

ど
の
実
戦
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
多
忙
な
方
々
な
の
に
、そ
れ
こ
そ〝
東

北
愛
〟
と
言
え
る
よ
う
な
真
摯
な
対
応
を
し
て

く
だ
さ
り
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。（
下

欄
参
照
）

仙
台
市
と
東
北
大
学
は
両
輪
と
な
り

デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援　

―
―
さ
て
、２
０
２
０
年
度
に
は
内
閣
府
に
よ
り「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
」
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
…
。

酒
井　

２
０
１
３
年
度
の
「
日
本
一
起
業
し
や

す
い
ま
ち
」
宣
言
以
来
、
い
ろ
い
ろ
な
組
織
や

団
体
、
企
業
な
ど
が
個
々
に
ス※

※

タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
ベ
ク
ト

ル
を
向
い
て
パ
ワ
ー
を
結
集
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
」
選
定
に
名
乗

り
を
上
げ
る
の
を
機
に
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
一

緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
、産
学
官
金
11
団
体（
仙

台
市
を
除
く
）
を
訪
問
し
て
お
声
が
け
し
た
の

が
２
０
１
９
年
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
賛
同

し
た
12
団
体
が
発
起
人
と
な
り
２
０
１
９
年
度

に
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
２
０
２
０
年
度
に

内
閣
府
か
ら
拠
点
都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
酒
井
課
長
も
足
を
運
ば
れ
た
の
で
す
ね
。
発

起
人
が
１
号
会
員
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

現
在
は
ど
の
く
ら
い
拡
大
し
て
い
る
の
で
す
か
。

酒
井　

１
号
会
員
は
12
団
体
で
、
現
在
は
２
号

会
員
が
入
会
し
て
67
団
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
が
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
産
学

官
金
連
携
で
拠
点
都
市
の
形
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
に

お
い
て
は
、
東
北
大
学
の
存
在
が
と
て
も
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
東
北
大
学
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
化
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
教

員
・
学
生
・
卒
業
生
向
け
の
充
実
し
た
支
援
機

能
を
持
ち
、
地
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
私
た
ち
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
、
本
市
と
し
て

は
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
向
け
の
支
援
に
お
い
て
両

輪
と
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
向
け
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
を
い
ろ
い
ろ
と
実
施
す
る
中
で
、
私
た

ち
は
大
学
の
先
生
や
研
究
者
を
直
接
的
に
は
あ

ま
り
存
じ
上
げ
な
い
で
す
し
、
リ
ー
チ
し
難
く

■  「仙台スタートアップスタジオ」の支援メニュー例※

※「仙台スタートアップスタジオ」のロゴは3つの頭文字のSと東北６県を表し、ロゴ色は「トー
ホク・タークミント」と名付けられた特色グリーン。個性豊かなターコイズブルーと新鮮なミ
ントグリーンの掛け合わせで、個性豊かな起業家にフレッシュなスタートを切ってほしいとの
願いを込めている。

仙台市経済局スタートアップ課作成のプレゼン資料から抜粋し本誌が再編集

メンターズボックス

アドバイザリーボード窓口相談

イベント開催
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い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
そ
れ
を
先
生
と
つ
な

ぎ
、
学
生
に
も
情
報
を
届
け
て
い
た
だ
け
る
の

で
、
実
に
頼
り
に
な
る
存
在
な
の
で
す
。

世
界
標
準
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

２
年
で
40
名
を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
等
に
派
遣

―
―
先
ほ
ど
２
０
２
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
課
が
設
置
さ
れ
人
員
・
予
算
倍
増
の
お
話

が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
新
た
に
強
化
さ
れ

た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

酒
井　

デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
を
大
幅
に
強
化
し
た
ほ
か
、
学
生
・
若
者

の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
を
目

的
に
、
世
界
標
準
の
人
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
仙

台
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ

ス（
S
G
S
C
）」
を
始
動
し
ま
し
た
。
初
年
度

は
、
東
北
大
学
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
３
０
０
名
の
応

募
者
を
集
め
約
１
０
０
名
を
選
抜
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
３
ま
で
あ
り
、
ま
ず
ス
テ
ー
ジ
１

は
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
発
の
世
界

最
大
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Coursera

」（
コ
ー
セ
ラ
）
で
最
先
端
の
コ
ー

ス
を
受
講
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
２
と
３
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て

20
名
が
選
抜
さ
れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
２
で
は

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
ハ
ー

バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
人
気
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
受
講
し
、
ス
テ
ー
ジ

３
で
は
い
よ
い
よ
「
ボ
ス
ト
ン
・
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
派
遣
」
で
す
。
現
地
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
大
学
関
係
者
な

ど
と
交
流
し
て
さ
ら
に
刺
激
を
受
け
、
起
業
マ

イ
ン
ド
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
、
す
ぐ
に
で
も
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
人
向
け
の
半
年
間
集

中
支
援
の
「
仙
台
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
ベ
ー
ス（
S
G
S
B
）」
も
開
始
し
ま
し

た
。
今
年
の
２
月
に
は
「
Y
U
I N
O
S
」（
p
・

29
参
照
）
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
た
「SEN

DAI 
for Startups!2025

」
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
S
G
S
C
と
S
G
S
B
の
両
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
参
加
者
に
よ
る
合
同
ピ※

※

ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
ま
し
た
。 （
左
頁
参
照
）

―
―「S

E
N

D
A

I for S
tartup

s!

」の
お
話
が
出

た
と
こ
ろ
で
、
支
援
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

酒
井　
「SENDAI for Startups!

」
は
、
２
０
１

３
年
の
「
日
本
一
起
業
し
や
す
い
ま
ち
」
宣

言
以
来
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
80
名
の

参
加
者
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
今
で
は

1
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
、
東
京
丸
の
内
に
あ
る
「Tokyo 

Innovation Base

」
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、「
Y
U
I N
O
S
」
で
は
今
お
話

し
し
た
「
S
G
S
C 

＆ 

S
G
S
B Final Pitch

」

や
「M

ASP DEM
ODAY

」
な
ど
、
地
域
の
産

学
官
金
が
連
携
し
て
７
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
ス
タ
ジ
オ
の
シ
リ
ー
ズ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ー
ト

ア
ッ
プ
」
と
銘
打
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
や

持
ち
込
み
企
画
、
共
同
企
画
な
ど
で
年
間
60
回

超
の
週
一
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
延
べ
2
0
0
0

人
以
上
の
参
加
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
仙
台
の
ハ
ブ
」か
ら「
海
外
と
の
ハ
ブ
」へ

「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
」

―
―
昨
年
３
月
に
こ
の「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス

タ
ジ
オ
」が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
、
今
後
の
展
望
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

酒
井　

こ
の
１
年
で
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
の
手
応
え
も
つ
か
め
、
地
域
の
支

援
拠
点
や
支
援
団
体
と
の
さ
ら
な
る
連
携
も
深

ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
当
ス
タ
ジ
オ
の
立
地

環
境
の
良
さ
を
活
か
し
て
ハ
ブ
機
能
を
果
た
し
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
く

体
制
構
築
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
当
ス
タ
ジ
オ
に
機
能

を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
各
拠

点
と
の
連
携
を
有
機
的
に
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

で
仙
台
・
東
北
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ

う
な
ハ
ブ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ブ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
込
め
て
い
ま

し
て
、
仙
台
市
内
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
な
ど
と
の
連
携
機
能
を
果
た
す
〝
仙
台
の
ハ

ブ
〟。
東
北
の
各
市
町
村
に
と
っ
て
垣
根
の
高

い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
海
外
展
開
を
支
援
す
る

〝
東
北
の
ハ
ブ
〟。
海
外
展
開
に
関
し
て
は
当
ス

タ
ジ
オ
に
来
れ
ば
、
海
外
の
必
要
な
情
報
・
知

識
が
得
ら
れ
必
要
な
人
に
も
出
会
え
る
拠
点
と

な
る
〝
海
外
と
の
ハ
ブ
〟
な
ど
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
〝
海
外
と
の
ハ
ブ
〟
と
い
う
意
味

で
は
、
既
に
２
０
２
５
年
2
月
に
郡
市
長
が
施

政
方
針
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

都
市
・
仙
台
」
を
掲
げ
、
起
業
か
ら
海
外
で
の

活
躍
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
支
援
す
る
と
述
べ
て

い
ま
す
。
ま
た
来
年
度
（
２
０
２
5
年
度
）
は
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
予
算
を
倍
増
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

―
―
ま
す
ま
す
お
忙
し
く
な
り
ま
す
ね
。

酒
井　

市
役
所
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
支
援
者
の
方
々
、
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
、
地
域
の
経
済
界
の
方
々
、
大
学

や
研
究
機
関
の
方
々
と
共
創
す
る
、
そ
の
う
ね

り
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
も
東
北
の
各
県
で
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
な
ど
が
立
ち
上
が
り
、
私
た
ち
も
一
緒
に

や
り
ま
し
ょ
う
と
お
声
が
け
を
し
て
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
は
仙
台

か
ら
東
北
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
な
、

海
外
を
も
視
野
に
入
れ
た
ハ
ブ
と
し
て
も
展
開

し
た
い
と
、
想
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
は「
進
め
！
」が
必
要

そ
こ
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る

―
―
最
後
に
日
本
全
国
の「
ま
ち
織
人
」へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

酒
井　

ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
よ
り
、
私
の
仙
台

の
ま
ち
へ
の
想
い
に
な
り
ま
す
が
、
先
程
の
グ

リ
ー
ネ
ス
ト
シ
テ
ィ
の
話
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
は
「
進
め
！
」
が
必
要
で
す
。
や
は
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

起
業
家
の
方
も
若
い
方
々
に
と
っ
て
も
そ
う
で

す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
が

一
番
大
事
で
す
。「
仙
台
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
始
め
た
の
も
、
若

い
方
に
最
先
端
の
環
境
を
知
っ
て
も
ら
い
、
感

じ
て
も
ら
い
、
次
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
進
ん
で
も
ら

い
た
い
と
願
う
か
ら
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
微

力
な
が
ら
市
役
所
と
い
う
立
場
を
最
大
限
活
か

し
て
、
地
域
の
方
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
た
く

さ
ん
巻
き
込
み
、
そ
う
い
う
環
境
を
い
か
に
創

り
あ
げ
る
か
。
そ
れ
が
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ

り
勝
負
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
1【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
】
主
に
新
し
い
事
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
立
ち
上
げ
、
短
期
間
で
急
成
長
を
め
ざ
す

企
業
や
組
織
を
言
う
。
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
生
ま
れ

た
言
葉
で
、
主
に
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
や
技
術
で
迅
速

に
事
業
拡
大
す
る
企
業
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

※
2【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
】
大
企
業
や

大
学
等
の
研
究
機
関
、
自
治
体
等
の
公
的
支
援
機
関
な

ど
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

生
み
出
し
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
指
す
。

自
然
が
循
環
し
て
い
く
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
と

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
る
。

※
3【
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
起
業
後
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
を
促
す
た
め
に
、
大
企
業
や
投

資
家
な
ど
が
事
業
計
画
に
助
言
や
取
引
先
に
引
き
合
わ

せ
る
こ
と
を
行
う
仕
組
み
。

※
4【
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
】
企
業
や
個
人
、
団

体
が
行
う
活
動
が
社
会
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
言
う
。

類
似
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
社
会
課

題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
成
長
を
両
立
し
、
利
益
よ
り

社
会
貢
献
を
め
ざ
す
企
業
を
言
う
。

※
5【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
】
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
成
長
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
２
０
年
７
月

に
内
閣
府
が
選
定
を
開
始
。
推
進
拠
点
都
市
に
は
仙
台

市
、広
島
県
、札
幌
市
、北
九
州
市
な
ど
4
地
域
。
グ
ロ
ー

バ
ル
拠
点
都
市
に
は
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
福

岡
市
な
ど
4
地
域
が
選
定
さ
れ
た
。

※
6【
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
】
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど

が
投
資
家
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
対
し
て
、自
社
の
サ
ー

ビ
ス
や
ア
イ
デ
ア
を
短
時
間
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
言
う
。

【アントレプレナーシッププログラム】 【リーダーシッププログラム】 【ボストン・シリコンバレー派遣】
世界最大・最先端のオンライン教育プ
ラットフォー ム Coursera と MoU 締 結
欧米の最先端のアントレプレナーシップ
関連の人気コースを提供

米国ボストン、シリコンバレーに派遣し、
ハーバード大学、スタンフォード大学、 
MIT メディアラボ などのイノベーション 
拠点を訪問

ハーバード・ビジネススクールの人気
オンラインプログラム受講 HBS 元教
授竹内弘高氏による特別セッションも
開催

300名が応募、100名超を選抜

1 2 3

20名を選抜

SENDAI Global Startup Campus (SGSC)世界標準の人材育成プログラム

チャレ ン ジ で き る ま ち に な る こと が 一 番 大 事 。
「 仙 台 グ ロ ー バ ル ス タ ート アップ・キャン パ ス 」を
始 め た の も そ の た め で す 。

仙台市経済局スタートアップ課作成のプレゼン資料から抜粋し本誌が再編集

「SGSC ファイナルピッチ 2024」の様子
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台
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
専
門
は
経

営
学
で
、
大
学
院
は
一
橋
大
学
に
進
み
ま
し
た
。

博
士
課
程
を
修
了
後
に
東
北
大
学
に
赴
任
し
ま

し
て
、
東
北
大
学
で
は
地
域
企
業
論
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
経
営
学
の
一
分
野
で
あ
り
、
企
業

の
活
動
と
地
域
の
関
係
を
研
究
す
る
学
問
で
す
。

　

初
め
の
こ
ろ
は
東
北
地
域
の
米
沢
市
や
岩
手

県
を
研
究
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
留
学
す
る
機

会
が
あ
り
、
２
０
０
０
年
か
ら
２
年
間
ア
メ
リ

カ
の
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
に
留
学

し
ま
し
た
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
も
と
も
と
官
公

庁
と
大
学
し
か
な
い
よ
う
な
ま
ち
だ
っ
た
ん
で

企
業
と
地
域
の
関
係
研
究
の
た
め
米
留
学

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
市
の
急
成
長
過
程
を
調
査

―
―
先
生
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

を
は
じ
め
、
今
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
も
専
門
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
簡
単
な
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
伺
い
し
、
ど
う
い
う
経
緯
で
そ
う

し
た
研
究
に
至
っ
た
の
か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
嶋　

私
の
生
ま
れ
は
静
岡
県
沼
津
市
で
す
。

東
北
大
学
経
済
学
部
に
入
学
し
た
こ
と
か
ら
仙

す
が
、
今
や
テ
ス
ラ
や
ア
ッ
プ
ル
、
デ
ル
、
イ

ン
テ
ル
が
拠
点
を
置
き
、
世
界
的
な
I
T
産

業
に
よ
り
著
し
く
経
済
成
長
し
て
い
る
ん
で

す
。「
サ※

※

ウ
ス
・
バ
イ
・
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
（
S

×
S
W
）」
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
ね
。

―
―
世
界
最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
ね
。

福
嶋　

あ
の
大
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
ぐ
ら

い
に
、
急
激
に
ハ
イ
テ
ク
都
市
に
変
貌
し
て

い
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
２
年
間
追
い
続
け
、
新
し

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
が
生
ま
れ
る
地
域

の
特
徴
を
調
査
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
先
生
の
仙
台
市
で
の
社
会
活
動
を
拝
見
し
ま

す
と
、
復
興
推
進
協
議
会
や
中
小
企
業
活
性
化
会

議
、
都
市
計
画
審
議
会
な
ど
、
多
く
の
委
員
会
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ど
う
い
う
経
緯

で
お
声
が
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

福
嶋　

実
は
私
の
東
北
大
学
で
の
師
匠
が
大
滝

精
一
先
生
と
い
う
方
で
、
大
学
教
員
と
し
て
は

先
駆
け
的
に
地
域
貢
献
を
な
さ
っ
て
い
た
ん
で

す
。
当
時
、
大
学
の
先
生
は
、
大
学
の
中
で
研

究
し
て
い
る
と
い
う
の
が
普
通
で
し
た
が
、
大

滝
先
生
は
社
会
活
動
の
場
で
官
公
庁
や
企
業
な

ど
と
積
極
的
に
付
き
合
う
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
私
は
学
生
時
代
に
身
近
で
見
て

い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
、
東
北
大
学
の
教
員

に
な
っ
て
か
ら
、
大
滝
先
生
か
ら
「
社
会
活
動

に
は
積
極
的
に
出
て
い
っ
た
方
が
い
い
よ
」
と

背
を
押
さ
れ
、
は
じ
め
は
岩
手
県
か
ら
、
次
に

仙
台
市
へ
と
顔
を
出
す
う
ち
に
、
次
第
に
活
動

が
広
が
っ
て
い
っ
た
感
じ
な
ん
で
す
（
笑
）。

日
本
の
産
業
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る

大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
融
合

―
―
さ
て
、
先
生
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
著
作
や
論
文
を
多
数
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
違
い
を
お
聞

き
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
題
に
入
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

福
嶋　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
定
義
が
あ
る
ん
で

す
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
創

業
し
て
か
ら
間
も
な
い
会
社
と
い
う
の
は
同

じ
で
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
が
日
本

で
使
わ
れ
出
し
た
の
が
１
９
７
０
年
代
後
半
か

ら
１
９
８
０
年
代
ぐ
ら
い
で
、
中
小
企
業
の
中

で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
会
社
が
現
れ
て
、

彼
ら
に
法
政
大
学
の
清
成
忠
男
先
生
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
い
う
名
前
を
与
え
た
ん
で
す
ね
。
中

小
企
業
の
中
で
革
新
的
で
活
発
な
人
た
ち
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
が

日
本
で
は
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
エ

リ
ッ
ク
・
リ
ー
ス
が
著
書
の
『
リ
ー
ン
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
』
で
使
っ
た
こ
と
で
、
２
０
１
０
年

代
後
半
か
ら
普
及
し
て
い
っ
た
感
じ
で
す
。
成

芸
術
文
化
が
薫
る
ま
ち
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
宿
る

福嶋先生の著書『ハイテク・クラスターの形成とローカル・イニシアティブ』と共著『中小企業・

スタートアップを読み解く』。上部写真はハイテク・クラスターに変貌したオースティン市の風景。

前は福嶋先生が同市の地域振興の歴史を詳細な現地調査をもとに著したものである。

福嶋 路 氏
東北大学 大学院経済学研究科 教授
一般社団法人 日本ベンチャー学会 会長
仙台市中小企業活性化会議 会長

 静岡県沼津市生まれ。1992年 東北大学経済学部経
営学科卒業。1994年 一橋大学大学院商学研究科修
士課程修了。1997年 同博士課程単位取得退学、東
北大学大学院経済学研究科助教授。2000年テキサ
ス大学オースティン校客員研究員。2004年宮城県
参与。2011年 東北大学博士（経営学）。2012年 東
北大学大学院経済学研究科教授。現在に至る。
日本ベンチャー学会清成忠男賞、組織学会高宮賞な
ど多数。著書共著：「ハイテク・クラスターの形成とロー
カル・イニシアティブ」、共著：「中小企業・スタートアッ
プを読み解く」など多数。

# 地域企業論
# 産業クラスター

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
や
仙
台
シ
ネ
マ

と
言
い
、
仙
台
市
民
自
ら
が
創

る
芸
術
文
化
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
欠
か
せ

な
い
要
素
で
も
あ
る
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長
志
向
が
も
の
凄
く
強
く
、
急
拡
大
す
る
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
た
の
が
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
な
ん
で
す
ね
。
今
は
普
通
の
成
長
志
向

の
企
業
に
対
し
て
も
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い

う
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
次
第
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
古
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
に
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
言
葉

の
出
自
が
違
う
だ
け
な
ん
で
す
ね
。

―
―
先
生
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
の
学
会
長
を
務

め
て
お
ら
れ
、
２
０
２
５
年
の
年
頭
挨
拶
文
で

２
０
２
２
年
の
政
府
の「
ス※

※

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
５
カ
年

計
画
」
に
触
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
…
。

福
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日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
国
際
的
に

見
劣
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
も
の
す
ご
く

あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
指
標
を
見
る
と
実
際
に

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
ま
た
日
本
社
会
は
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
で
成
長
し
た
人
、
成
功
し
た
人
に
対

す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
に
欠
け
、
存
在
を
著
し
く
低

く
見
て
し
ま
う
カ
ル
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
変
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
政
府

を
は
じ
め
自
治
体
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
研
究
す
る
立

場
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
は
良
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
弱
い
の
で
政
府
支
援
が
必
要
な
一
方

で
、
逆
に
競
争
の
中
で
揉
ま
れ
て
強
く
す
る
と

い
う
環
境
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
支
援
に
は
賛
否
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
大

企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
な
く
な
っ

て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
役
割
は
や
は
り
重
要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
革
新
を
生
み
経
済
全
体
を

活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
本
も
新
陳
代
謝
が

悪
化
す
る
中
で
、
彼
ら
が
大
企
業
に
良
い
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
個
人
と
し

て
は
産
業
活
性
化
の
手
段
と
し
て
も
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
重
視
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
は
大
企
業
が
新
規
事
業
部
を
対
象
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
人
た
ち
を
集
め
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
く
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
大
企
業
が
自
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で

す
ね
。

福
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大
企
業
が
事
業
の
一
部
を
切
り
離
し
て

独
立
さ
せ
る
カ※

※

ー
ブ
ア
ウ
ト
に
取
り
組
ま
れ
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
た
し
か
に
難
し
い
面
も
多

い
で
す
ね
。
た
だ
大
企
業
は
資
源
を
た
く
さ
ん

保
有
し
、
売
り
先
も
情
報
も
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
そ
れ
が
な
い

け
ど
、
意
思
決
定
が
早
く
て
ク
イ
ッ
ク
に
動
け

る
。
互
い
の
長
所
で
う
ま
く
協
力
が
で
き
れ
ば

良
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
も
簡
単
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
最
近
は
人
材
の
流
動
化
も
進
ん

で
い
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
転
職
す
る
大
企

業
の
人
も
い
ま
す
。
経
産
省
で
は
、
大
企
業
か

ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
向
す
る「
出※

※

向
起
業
」

を
支
援
し
て
も
い
る
ん
で
す
ね
。
少
し
ず
つ
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
根
付
い
て
、
大
企
業
と
う
ま

く
融
合
す
る
形
に
な
っ
て
い
け
ば
良
い
な
と
思

い
ま
す
。

仙
台
な
ら
で
は
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
強
み

社
会
課
題
解
決
へ
意
識
高
く
向
い
て
い
る

―
―
仙
台
市
が
進
め
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
」の
強
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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仙
台
市
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
拠
点
都
市

に
選
定
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
市
民
自
身
が
社

会
を
良
く
し
て
い
く
意
識
が
高
い
と
い
う
印
象

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
強
み
は
特
に
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
た
後
に
よ
り
顕
在
化
し
て
、

仙
台
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
明
ら
か
に
社
会
課

題
解
決
志
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

―
―
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」
で
も
、〝
社
会

課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
人
々
と
伴
走
し
て
、
仙
台
・

東
北
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
経
済
の

活
性
化
を
実
現
す
る
〟
と
、
仙
台
な
ら
で
は
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
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仙
台
な
ら
で
は
と
い
う
よ
り
、
東
北
な

ら
で
は
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
高
齢
化
も
先

進
地
域
で
す
し
、
日
本
の
10
年
後
20
年
後
の
社

会
課
題
を
圧
縮
し
て
い
る
の
が
東
北
地
域
で
す
。

仙
台
は
そ
の
中
の
主
要
都
市
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
社
会
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
系
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
み
だ
さ
れ
や
す
い
の
で
し
ょ
う
。

　

も
う
一
つ
の
強
み
が
東
北
大
学
で
す
。
東
北

大
学
は
技
術
と
科
学
的
な
知
見
が
豊
富
に
あ
る

の
で
、
そ
こ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
惜
し
む
ら
く
は
、
東
北

大
学
の
強
い
分
野
で
あ
る
世
界
最
高
水
準
の
研

究
を
誇
る
金
属
な
ど
の
材
料
科
学
が
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
し
て
は
事
業
化
ま
で
に
少
し
時
間

が
か
か
る
分
野
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
で

も
、
半
導
体
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス（
ｐ・６
参
照
）

が
す
ご
く
ホ
ッ
ト
で
す
し
、
I
T
デ
ジ
タ
ル
系

や
医
療
系
な
ど
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
ま
れ

や
す
い
分
野
か
ら
シ
ー
ズ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
は
「Nano Terasu

」（
ナ
ノ
テ
ラ
ス
）を
起

点
に
し
て
、
企
業
を
集
め
て
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
を
つ
く
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
、
間
違
い
な
く
東
北
大
学

は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
大
き

な
柱
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
東
北
大
学
の
強
み
と
言
え
ば
、
２
０
２
４
年
11

月「
国※

※

際
卓
越
研
究
大
学
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

既
に
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

福
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私
た
ち
経
済
学
部
の
こ
と
を
話
す
と
、

国
際
的
な
研
究
者
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
で
研

究
業
績
の
あ
る
研
究
者
と
若
手
の
可
能
性
の
高

い
人
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
普
通
の
教
員
と
し

て
で
は
な
く
特
別
に
研
究
だ
け
に
専
念
す
る
人

を
雇
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

東北大学（川内キャンパス）。文系学部中心のキャンパスで福嶋先生が勤務する経済学研究科もある。東北大学（青葉山新キャンパス）にある放射光施設「Nano Terasu」。東北放射光施設計画として計画が始まり、2024年4月1日に運用開始した。（東北大学提供）

間 違 い な く 東 北 大 学 は
　 　 エコシステム の 大 き な 柱 で あ る

東 北 大 学 は「 Nano Terasu」を 起 点 に
　 　 イノベーション を 加 速 し て い る

by XIIIfromTOKYO is under licensed CC BY-SA 3.0
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福
嶋　

一
言
で
言
う
と
、
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま
れ

に
く
い
で
す
。
で
も
興
味
深
い
例
が
あ
り
ま
す
。

仙
台
郊
外
の
秋
保
温
泉
に
は
ま
だ
ク
ラ
ス
タ
ー

と
呼
べ
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
共
通
点
に
地
域
活
性
化
の
動
き
が
あ
り

ま
す
。
大
震
災
後
に
建
築
士
だ
っ
た
毛
利
親
房

さ
ん
と
い
う
方
が
「
秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
を
開

業
し
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
千
葉

大
貴
さ
ん
（
マ
イ
テ
ィ
ー
千
葉
重
）
を
核
と
し

て
温
泉
旅
館
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
出
て
き
た
り
、
米

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
か
ら
「
グ
レ
ー
ト
・
デ
ー
ン
」

と
い
う
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
会
社
が
誘
致
さ
れ
た

り
、
秋
保
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
と
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
た
り
し
て
い
ま
す
。
秋

保
と
い
う
地
域
に
い
ろ
い
ろ
な
業
種
が
集
ま
っ

て
、
一
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
り
は
じ
め
地
域

の
価
値
を
高
め
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
事
業
や
新
し
い
ド
メ
イ
ン
に
進
出
し
て

い
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
仙
台

箪
笥
の
老
舗
「
門
間
箪
笥
店
」
の
例
が
あ
り
ま

す
。
七
代
目
へ
の
事
業
継
承
過
程
で
有
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
し
た
ブ
ラ
ン
ド
開
発
や
イ

ン
テ
リ
ア
家
具
へ
の
業
容
拡
大
、
海
外
進
出
な

ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
も
の
づ
く
り
で
も
テ
ッ
ク
系
の
事
例
も

あ
り
ま
す
。
仙
台
市
に
隣
接
す
る
利
府
町
に
あ

る
電
子
部
品
製
造
・
超
精
密
加
工
メ
ー
カ
ー
の

「（
株
）
テ
ィ
・
デ
ィ
・
シ
ー
」
社
長
の
赤
羽
優

子
さ
ん
の
例
で
す
。
あ
の
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
２
」
の
カ
プ
セ
ル
容
器
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル

の
極
限
ま
で
研
磨
し
た
こ
と
で
有
名
な
会
社
で

す
。
父
の
代
で
鋳
造
業
か
ら
精
密
加
工
業
に
転

換
し
、
優
子
さ
ん
の
代
で
I
T
化
を
進
め
世

界
市
場
に
進
出
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
東
北
大

学
の
「Nano Terasu

」
と
連
携
し
な
が
ら
革

地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
で
見
た
仙
台

秋
保
温
泉
で
萌
芽
の
気
配
あ
り

―
―
先
生
が
専
門
と
す
る
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

の
視
点
か
ら
、
仙
台
な
ら
で
は
の
産
業
の
起
こ
り

方
を
読
み
取
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

福
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産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
I
T
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、
あ
る
い
は
バ
イ
オ
と
い
う
よ
う
な
産

業
別
の
ク
ラ
ス
タ
ー
、
た
と
え
ば
浜
松
だ
と

オ
ー
ト
バ
イ
の
集
積
が
あ
る
と
か
、
九
州
だ
と

陶
磁
器
で
あ
る
と
か
、
産
業
ご
と
に
形
成
さ
れ

て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
。
し
か
し
、

仙
台
の
場
合
は
そ
れ
が
あ
ま
り
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
仙
台
の
場
合
は
宅
配
・
宅
食
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
や
っ
て
い
た
り
と
か
、
あ
る
い
は
高
齢
者
の

施
設
と
幼
稚
園
を
併
合
し
た
よ
う
な
タ
イ
プ
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
り
と
か
、
普
通
な
ら
無
駄

に
捨
て
ら
れ
る
も
の
を
活
用
し
て
新
し
い
製
品

を
生
み
出
す
と
か
、
社
会
課
題
解
決
と
い
う
点

で
は
共
通
点
は
あ
る
ん
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
そ
れ
ら
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
か
と
い
う
と

そ
う
で
も
な
い
。
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が

個
別
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す

ね
。

―
―
つ
な
が
り
が
弱
い
の
は
、
産
業
的
に
も
構
造

的
に
も
弱
み
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
。 

新
的
な
技
術
開
発
や
製
品
開
発
に
挑
戦
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

仙
台
は
歴
史
が
あ
る
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
城

下
町
な
の
で
百
年
、
二
百
年
を
超
え
る
企
業
が

け
っ
こ
う
続
い
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
企
業
が

廃
れ
る
の
で
は
な
く
、
世
代
交
代
と
と
も
に
新

し
い
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

み
ら
れ
ま
す
。

経
済
学
部
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
⁉

エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
に
は
大
切
な
こ
と

―
―
先
生
は
東
北
大
学
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
す
か
。

福
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
は
直
接
絡
ん

で
は
い
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
初
期
ス
テ
ー
ジ

と
言
い
ま
す
か
、「
東
北
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
い
う
シ
ー
ズ
段
階
の
コ

ン
テ
ス
ト
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
審
査
に
は

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
ど
れ
だ
け
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と

し
て
熟
し
て
い
る
か
と
い
う
の
を
見
ま
す
が
、

皆
さ
ん
着
眼
点
が
良
い
ん
で
す
。
起
業
す
る
動

機
を
と
て
も
大
切
に
す
る
先
生
も
い
ま
す
。
私

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
商
売
柄
、
実
現
可
能

性
を
見
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
笑
）。

―
―
専
門
の
経
営
学
的
視
点
で
、
ど
う
や
っ
て
資

金
を
持
っ
て
く
る
と
か
？

福
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そ
こ
ま
で
は
見
な
い
で
す
。
シ
ー
ズ
段

階
や
ア
イ
デ
ア
レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
で
す

ね
。
そ
れ
で
も
、「
資
源
が
足
り
な
そ
う
だ
け
ど
、

ど
う
い
う
風
に
調
達
す
る
の
？
」
と
か
。
そ
れ

こ
そ
「
資
金
ど
う
す
る
の
？
」
は
気
に
な
る
話

で
、
つ
い
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
（
笑
）。

―
―
学
生
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ア
イ
デ
ア
や

シ
ー
ズ
に
走
り
が
ち
で
、
特
に
理
系
は
ニ
ー
ズ
が

お
ざ
な
り
に
な
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
経
営

学
の
立
場
か
ら
す
る
と
そ
の
部
分
も
気
に
な
る
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
か
？

福
嶋　

理
系
の
学
生
は
、
自
分
の
研
究
へ
の
想

い
が
あ
る
の
で
技
術
ベ
ー
ス
の
話
に
な
り
が
ち

で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
誰
が
必
要
と
し
て
い
る
の

か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
な
ど
を
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
良
い
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、

そ
の
部
分
も
大
切
に
な
り
ま
す
ね
。

福
嶋　

や
は
り
そ
こ
が
少
し
弱
い
ん
で
す
よ
ね
。

経
済
学
部
の
責
任
で
も
あ
る
ん
で
す
。
会
計
が

わ
か
る
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
れ
る
人

に
な
れ
る
よ
う
に
、
経
済
学
部
で
も
あ
る
程
度

は
教
え
る
ん
で
す
が
、
そ
う
し
た
学
生
は
大
企

業
に
行
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
笑
）。

だ
か
ら
大
学
と
し
て
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
志

向
の
強
い
理
系
の
学
生
に
経
済
・
経
営
を
叩
き

込
ん
だ
方
が
早
い
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
多
い

と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
、
経
済
学
部
の
方
も
い
ろ

い
ろ
関
係
性
が
深
い
の
か
な
と
勝
手
に
想
像
し
て

い
た
の
で
す
が
。

福
嶋　

も
ち
ろ
ん
経
済
学
部
の
学
生
が
ソ
ー

シ
ャ
ル
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
こ
し
て

い
る
例
は
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
よ
。
数
年
前

で
す
が
、
学
生
が
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
靴
磨
き

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
学
生
は
靴
磨
き
を
し
な

が
ら
大
人
と
会
話
で
き
る
機
会
を
得
て
意
識
改

革
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
、

そ
れ
で
仙
台
市
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
で
特
別

賞
を
受
賞
し
た
学
生
が
い
ま
し
た
。

―
―
秋
保
温
泉
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
進
出
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
温
泉
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
共
通
点

に
企
業
が
つ
な
が
っ
て
集
積
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

秋
保
温
泉
に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し

た
（
笑
）。

第
二
創
業
と
い
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
あ
る

長
寿
企
業
の〝
伝
統
は
革
新
の
連
続
〟 

―
―
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」
に
よ
る
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
を
伴
う
「
第
二
創
業
」
も
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、「
第

二
創
業
」
の
意
味
と
仙
台
に
お
け
る
事
例
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
嶋　
「
第
二
創
業
」
と
い
う
の
は
今
ま
で
ず
っ

と
長
い
社
歴
が
あ
り
、
社
長
交
代
な
ど
を
機
に

秋保温泉遠景。ツーリズムを共通点に産業クラスターが萌芽しはじめる。

伝統の仙台箪笥も第二創業で革新が起こっている。

町工場から小惑星探査機「はやぶさ2」を支える技術が生まれる。
By Go Miyazaki is under licensed CC BY-SA 4.0

仙 台 は 城 下 町 な の で 百 年 、二 百 年 を 超 え る 企 業 が

け っ こ う 続 い て い て 、 そ う い っ た 企 業 が 世 代 交 代 と と も に

新 し い 道 を 切 り 拓 い て い く と い う こ と が 、 み ら れ ま す
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現
在
の
と
こ
ろ
経
済
学
部
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
に
そ
れ
ほ

ど
力
を
入
れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
今
の
と
こ

ろ
は
工
学
部
が
力
を
入
れ
て
い
て
、
工
学
部
の

全
学
生
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
を
受
け
さ

せ
る
機
会
を
提
供
し
、
こ
れ
を
全
学
に
広
め
よ

う
と
は
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

仙
台
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
連
の
活
動
は

学
外
で
は
仙
台
市
の「
ア
シ
☆
ス
タ
」

―
―
「
東
北
大
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
化
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
、
仙
台
市
内
に
は
行
政
や
民
間
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点
が
い
く
つ
も
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
が
主
に
関
係
す
る
と
こ
ろ

と
い
う
と
ど
こ
に
な
り
ま
す
か
。

福
嶋　

や
は
り
青
葉
山
の
「
東
北
大
学
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
化
セ
ン
タ
ー
」
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
先
ほ
ど
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
同
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

―
―
講
義
に
行
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
か
。

福
嶋　

講
義
は
し
て
い
な
い
で
す
ね
。
私
た
ち

が
行
く
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
あ
ち
ら
の
先
生

が
こ
ち
ら
に
来
て
講
義
を
し
ま
す
。
２
０
２
5

年
か
ら
経
済
学
部
で
も
1
科
目
開
講
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
と
は
、（
公
財
）
仙
台
市
産
業
振
興
財

団
の
「
仙
台
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

ア
シ
☆

ス
タ
」
で
は
以
前
に
委
員
を
務
め
て
、
連
携

し
て
「
仙
台
市
に
お
け
る
震
災
後
の
起
業
」

（
２
０
１
７
年
）
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

も
し
ま
し
た
ね
。「
ア
シ
☆
ス
タ
」
は
２
０
１
４

年
の
開
設
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ほ
ど
の
成
長

志
向
は
な
い
け
ど
初
め
て
起
業
す
る
人
を
支
援

す
る
組
織
な
ん
で
す
。

―
―
そ
の
「
ア
シ
☆
ス
タ
」
が
、「
日
本
一
起
業
し

や
す
い
ま
ち
」宣
言（
２
０
１
３
年
）に
呼
応
し
た
起

業
の
支
援
拠
点
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

福
嶋　

そ
う
な
り
ま
す
ね
。
仙
台
市
と
し
て
も

最
初
は
ま
ず
起
業
家
の
層
を
広
げ
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、産
業
振
興
事
業
団
が
「
ア
シ
☆
ス
タ
」

で
起
業
支
援
を
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
う
ち
成

長
志
向
の
強
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
絞
っ
て
集

中
支
援
し
な
い
と
ダ
メ
だ
と
い
う
話
に
な
り
、

２
０
２
０
年
の
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
拠
点
都
市
選
定
」
を
機
に
ス
タ
ー
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス

タ
ジ
オ
」（
２
０
２
３
年
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と

い
う
流
れ
で
す
。

仙
台
市
民
自
ら
創
る
芸
術
文
化
の
力
は

ブ
レ
イ
ク
を
呼
ぶ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
だ
‼

―
―
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」な
ど
を
見
ま

す
と
、「
仙
台
ら
し
さ
」
を
踏
ま
え
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
先
生
が
考
え
る「
仙
台
ら
し
さ
」
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

福
嶋　

非
常
に
難
し
い
で
す
ね
。
私
も
よ
く
委

員
会
で
「
仙
台
ら
し
さ
が
な
い
」
と
指
摘
す
る

側
な
の
で
（
笑
）。
仙
台
は
何
か
や
ろ
う
と
思

え
ば
い
ろ
い
ろ
と
揃
っ
て
い
て
恵
ま
れ
て
い
る

ん
で
す
。
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
が
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
感
が
無
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
お
話
し
の
よ

う
に
社
会
課
題
解
決
へ
の
意
識
の
高
さ
や
東
北

大
学
の
技
術
シ
ー
ズ
な
ど
が
「
仙
台
ら
し
さ
」

と
言
え
ば
そ
う
な
ん
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に

壁
を
ブ
レ
イ
ク
す
る
大
き
な
力
が
少
し
欠
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

―
―
そ
の
ブ
レ
イ
ク
す
る
力
を
与
え
る
の
が
、
東

北
大
学
の「
国
際
卓
越
大
学
」
認
定
と
か
。

福
嶋　

確
か
に
「
国
際
卓
越
大
学
」
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
一
つ
の
原
動
力
に
は
な
る
で
し
ょ
う
。

今
、
力
が
欠
け
て
い
る
と
は
言
い
ま
し
た
が
、

仙
台
は
市
民
力
が
非
常
に
高
い
と
い
う
側
面
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
仙
台
は
ご
く
普
通
の
市

民
の
方
々
が
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

本
格
的
な
芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
や
っ
て
し
ま
う
力
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

―
―
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
有
名
で
す
ね
。

福
嶋　

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
も
そ
う
で
す
ね
。
仙
台

と
、
ま
ち
自
体
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
動
か
な
い
と
、
ま
ち
は
変
わ
っ
て

い
か
な
い
ん
だ
と
い
う
意
識
の
有
る
無
し
が
、

そ
の
地
域
が
良
い
地
域
か
そ
う
で
な
い
地
域
か

の
分
か
れ
目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
話
の
続
き
に
な
り
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
ま
ち
の
市
民
で

あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
、
つ
ま

り
強
い
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
ん

で
す
。
た
と
え
ば
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
は
多
様
性

を
非
常
に
寛
容
に
受
け
入
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
面
白
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い

う
意
識
を
市
民
全
体
が
共
有
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
そ
う
い
う
意
識
を
表
に
出
し

て
み
ん
な
で
議
論
し
て
形
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
仙
台
も
そ
う

い
う
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
つ
市
民
一
人
ひ
と

り
が
創
り
上
げ
て
い
る
ま
ち
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
仙
台
に
限
ら
ず
、
ど
の
ま
ち
で

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

の
よ
う
に
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
市
民
自
ら
考
え
て
や
っ

て
い
く
と
い
う
地
域
は
、
全
国
で
も
そ
う
た

く
さ
ん
あ
る
と
は
思
わ
な
い
ん
で
す
ね
。
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
を
調
査
し
た
と
き
も
そ
う
で
し
た
が
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
活
発
な
都
市
と
い
う
の
は
、

文
化
も
す
ご
い
ん
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
ま
ち
、
映
画
の
ま
ち
と
か
、
多
様
な

ソ
フ
ト
的
な
も
の
が
も
の
す
ご
く
充
実
し
て
い

る
ん
で
す
。
仙
台
も
そ
の
側
面
を
十
分
に
有
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
と
言
い
、

と※

※

っ
て
お
き
の
音
楽
祭
、
光※

※

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、

七
夕
ま
つ
り
と
言
い
、
そ
う
い
っ
た
芸
術
文
化

的
な
部
分
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
欠
か
せ
な
い
要

素
で
も
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス

部
分
と
両
立
も
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
超
急
成
長
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
ほ

ど
、
市
民
力
に
よ
る
芸
術
文
化
は
原
動
力
な
ん
で

す
ね
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ま
ち

織
人
に
向
け
て
、
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

福
嶋　

人
間
が
住
む
場
所
と
い
う
の
は
重
要
で
、

特
に
年
を
取
る
ほ
ど
、
ど
こ
に
住
む
の
か
は
も

の
す
ご
く
重
要
な
問
題
で
す
。
し
か
し
、
住
ん

で
い
る
ま
ち
、
住
も
う
と
す
る
ま
ち
を
良
い
も

の
に
し
よ
う
と
、
個
々
人
が
意
識
を
持
た
な
い
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※
1【
S
×
S
W
】
毎
年
3
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ

キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
級

の
音
楽
祭
、
映
画
祭
か
ら
最
先
端
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
を

組
み
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＆
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
各
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
や
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
一
般
参
加
者
な
ど
、
幅
広
い
層
が
集
う
。

※
2【
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
五
カ
年
計
画
】
日
本
に
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
を
生
み
育
て
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
創
出
す
る

た
め
、
2
0
2
2
年
11
月
に
決
定
さ
れ
た
国
の
経
済
政

策
。 

①
人
材
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築 

②
資
金
供
給

の
強
化
と
出
口
戦
略
の
多
様
化 

③
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
、
以
上
を
３
本
柱
と
す
る
。

※
3【
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
】
企
業
が
子
会
社
や
事
業
の
一
部

を
切
り
離
し
て
、
新
会
社
と
し
て
独
立
さ
せ
る
経
営
手

法
。
類
似
の
言
葉
に
ス
ピ
ン
オ
フ
が
あ
る
。

※
4【
出
向
起
業
】
大
企
業
な
ど
の
社
員
が
所
属
企
業
を

辞
め
ず
に
、
外
部
資
金
や
個
人
資
産
を
活
用
し
て
起
業

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
自
ら
出
向
し
て
新
規
事
業
を

行
う
こ
と
を
指
す
。

※
5【
国
際
卓
越
研
究
大
学
】
国
が
10
兆
円
規
模
の
大
学

フ
ァ
ン
ド
の
運
用
益
を
活
用
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
水
準
を
め
ざ
し
て
重
点
的
に
支
援
す
る
大
学
を

言
う
。
2
0
2
4
年
11
月
、
東
北
大
学
が
初
め
て
文
部

科
学
省
か
ら
正
式
に
認
定
さ
れ
た
。

※
6【
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
】 

障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
、
音
楽
の
チ
カ
ラ
で
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
め
ざ
す
音
楽
祭
。
2
0
0
1
年
仙

台
か
ら
始
ま
り
全
国
25
カ
所
に
広
が
っ
て
い
る
。

※
7【
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
】
1
9
8
6
年
か
ら
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
る
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
。

定
禅
寺
通
の
ケ
ヤ
キ
並
木
に
数
十
万
個
の
L
E
D
ラ
イ

ト
が
飾
り
付
け
ら
れ
る
。
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仙
台
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
新
潮
流

自
ら
も
Ｎ
Ｙ
と
仙
台
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

震
災
後
の
社
会
起
業
支
援
の
基
を
築
く

―
―
竹
川
さ
ん
の
略
歴
を
拝
見
し
ま
す
と
、
国

際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）か
ら
野
村
證
券
に
入
り
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
な
ぜ
仙
台
・
東
北
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
お
話

し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

竹
川　

私
自
身
の
原
点
は
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
で
過
ご
し
た
幼
少
期
に
あ
り
ま
す
。
米
軍
基

地
が
近
く
に
あ
り
、
国
際
的
な
環
境
で
育
っ
た

こ
と
が
、「
世
界
の
中
の
日
本
」
と
い
う
二
つ

の
視
点
を
持
つ
原
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
学
し
た
の
は
、
そ
ん
な
こ
と

か
ら
開
発
援
助
分
野
で
国
際
的
な
仕
事
に
携
わ

り
た
い
と
い
う
強
い
想
い
を
持
っ
た
た
め
で
し

た
。
し
か
し
、
大
学
３
年
時
の
ア
メ
リ
カ
留
学

中
、
私
は
開
発
援
助
が
当
時
の
日
本
の
経
済
的

優
位
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
異
な
る
視
点
か
ら
日
本
や
ア
ジ
ア

を
見
る
中
で
、
そ
の
前
提
が
今
後
も
続
く
と
は

限
ら
な
い
と
い
う
疑
問
が
湧
き
上
が
っ
た
の
で

す
。
も
っ
と
日
本
自
身
が
成
長
を
続
け
な
け
れ

ば
、
長
期
的
な
国
際
貢
献
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
は
自
分
自

身
を
鍛
え
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
厳
し
い
環
境
こ
そ
成
長
で
き
る
と
考

え
、
実
力
主
義
の
社
風
が
根
付
く
野
村
證
券
に

入
社
し
ま
し
た
。
営
業
と
し
て
３
年
間
経
験
を

積
み
、
そ
の
後
、
社
費
留
学
制
度
を
利
用
し
て

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
Ｍ
Ｂ

Ａ
を
取
得
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
英
国
野
村

證
券
で
の
勤
務
を
経
て
、
30
歳
を
機
に
日
本
に

帰
国
し
、
起
業
と
い
う
道
を
選
ん
だ
ん
で
す
。

　

起
業
を
選
択
し
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
日

本
株
営
業
を
通
じ
て
、
海
外
投
資
家
か
ら
見
た

日
本
経
済
の
現
状
を
直
接
肌
で
感
じ
強
い
危
機

感
を
抱
い
た
こ
と
が
、
大
き
な
動
機
と
な
り
ま

し
た
。
成
長
す
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
全
体
が
衰
退
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
も
あ
り
、
自
分
自
身
で
価
値
を
生

み
出
せ
る
事
業
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
２
０
０
８
年
ご
ろ
最
初

に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
（
金
融
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
分

野
で
起
業
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
市
場
が
ま
だ

成
熟
し
て
お
ら
ず
、
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野

に
軸
足
を
移
し
、
２
０
１
１
年
ご
ろ
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
エ
デ
ュ
テ
ッ
ク
（
教
育
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
）
企
業
を
設
立
し
ま
し
た
。

―
―
ち
ょ
う
ど
東
日
本
大
震
災
の
こ
ろ
で
す
ね
。

竹
川　

ア
メ
リ
カ
で
の
事
業
が
軌
道
に
乗
り
始

め
た
矢
先
で
し
た
。
日
本
に
一
時
帰
国
中
に
被

災
し
、
東
北
の
甚
大
な
被
害
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
も
う
横
須
賀
で
は
な
く
「
日
本
」
が
故

郷
だ
と
い
う
「
日
本
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
強
く
意
識
さ
れ
、
東
北
へ
の
貢
献

を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
ア
メ
リ
カ
で
の
事
業
は
他
者
に
任
せ
、

２
０
１
４
年
ご
ろ
に
東
北
で
の
復
興
支
援
に
本

格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
携
わ
っ
た
の
は
、
２
０
１
４
年
４
月

に
開
催
し
た
宮
城
県
登
米
市
の
「
東
北
風
土
マ

ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
立
ち
上
げ

で
し
た
。
そ
の
後
、
教
育
分
野
の
仕
事
で
面

識
の
あ
っ
た
黒
川
清
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
同
年
８
月

か
ら
「
一
般
社
団
法
人IM

PACT Foundation 
Japan

」（
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
、
当
時
黒
川

先
生
が
代
表
理
事
）
の
活
動
に
参
画
し
ま
し

た
。
当
時
、
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
た
の
が
、
カ
タ
ー
ル
フ
レ
ン

ド
基
金
に
よ
る
「INTILAQ

（
イ
ン
テ
ィ
ラ
ッ

ク
）」
と
い
う
被
災
３
県
（
岩
手
・
宮
城
・
福

島
）
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
こ
れ
に

参
画
し
組
織
運
営
に
携
わ
り
、
２
０
１
６
年
に

起
業
家
支
援
拠
点
「INTILAQ

東
北
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、INTILAQ

か
ら
起
業
第
一
号
の
会
社
と

し
て
、
自
ら
教
育
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
「zero 

竹川隆司 氏
一般社団法人 IMPACT Foundation Japan 代表理事

（仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会 第一号会員）

株式会社 zero to one 代表取締役 CEO

神奈川県横須賀市生まれ。2000年 国際基督教大学卒業。野村
證券（株）の支店営業に従事後、2006年 ハーバード・ビジネス・
スクールにてMBA取得。卒業後は野村ロンドン、フィルモア・
アドバイザリー執行役員を経て、2011年 4月より米国ニューヨー
クにてAsahi Net International, Inc.を設立。
2014年 帰国後は東北の復興支援活動に参画。発起人代表と
して「東北風土マラソン＆フェスティバル」を立ち上げ。また一
般社団法人IMPACT Foundation Japan にて、カタールフレ
ンド基金の支援を受けた、東北での起業家育成・支援プロジェ
クト「INTILAQ」を主導、仙台市にイノベーションセンターを設立。
2016年 同センターに「zero to one」を創業し、人工知能など先
端 IT人材育成のための教育教材の開発、提供を推進中。東北大
学共創戦略センター特任教授（客員）、一般社団法人日本ディー
プラーニング協会理事なども務める。2025年4月「とめふるさ
と大使」就任。

# ソーシャル・インパクト
# アクセラレーター

こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
軸
は
、
仙
台
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
も
影

響
を
与
え
、 

社
会
的
な
価
値
創
造
に
じ
っ
く

り
と
取
り
組
む
中
長
期
的
な
視
野
に
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

上部のSNSの切り抜き画像は、2014年 竹川さんが東北

復興支援を決意してニューヨークを離れるときの書き込

みである。帰国後すぐに「東北風土マラソン＆フェスティ

バル」を立ち上げた。下部写真左はマラソン会場での竹

川さん。上は当時のポスターと2025年のポスター。
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to one

」
を
創
業
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
話

は
少
し
そ
れ
ま
す
が
、
カ
タ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
基

金
の
諮
問
委
員
会
に
東
北
大
学
の
福
嶋
路
先
生

（
p
・
12
参
照
）
が
委
員
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

は
心
強
か
っ
た
で
す
ね
。

仙
台
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
に
参
画

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
の
企
画
運
営
で
活
躍

―
―
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
は
、「
仙
台
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
」
に
も
主

要
な
支
援
者
で
あ
る
１
号
会
員
と
し
て
参
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
に
参
画
さ
れ
た
経
緯
と
、

竹
川
さ
ん
ご
自
身
や
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

竹
川　

INTILAQ

は
単
に
場
所
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
起
業
家
を
育
成
し
支
援
す
る

た
め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
、

２
０
１
４
年
か
ら
他
に
先
駆
け
て
め
ざ
し
て
い

ま
し
た
。
起
業
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
。
次
に
起
業
に
必
要

な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
の
専
門
的
な
こ
と
を
教

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
。
そ
し
て
実
際

に
起
業
を
支
援
す
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
、
と
い
う
３

段
階
の
構
想
を
描
い
て
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

仙
台
・
東
北
と
い
う
地
域
の
特
徴
を
考
慮
す

る
上
で
、
東
日
本
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
当

然
な
が
ら
非
常
に
大
き
い
で
す
。
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
か
ら
見
た
と
き
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
大
き
く
２
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
大
震
災
に

よ
っ
て
、
地
方
に
山
積
し
て
い
た
社
会
課
題
が

東
北
で
よ
り
先
鋭
化
し
た
こ
と
。
高
齢
化
や
人

口
減
少
は
そ
の
典
型
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
大

震
災
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
直
接
的
な
被
害

を
受
け
、
死
生
観
や
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
、

「
何
か
の
た
め
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

強
い
想
い
を
持
つ
人
が
多
い
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
自
身
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な

課
題
解
決
を
め
ざ
す
起
業
に
対
す
る
意
識
が
高

い
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
実
際
の
そ
の
よ
う
な

調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
２
０
１
６
年
の
開
設

時
か
ら
、
私
た
ち
は
社
会
起
業
家
の
育
成
を

重
要
な
柱
と
し
て
据
え
、
社
会
課
題
や
地
域

課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
で
解
決
す
る
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。（
下
欄
参
照
）

２
０
１
７
年
に
は
、
仙
台
市
主
催
の
社
会
起
業

家
向
け
の
「
東
北
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
（
S
I
A
）」
な
ど
の
企

画
運
営
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国

的
に
見
て
も
先
駆
け
的
な
取
り
組
み
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
長
年
の
活
動
を
通

じ
て
、
仙
台
市
経
済
局
と
の
連
携
が
深
ま
り
、

２
０
１
９
年
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
る
際
に

お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
時
、
仙
台
で
起
業
家
支
援
を
民
間
で
行
っ
て

い
た
主
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
、
私
た
ち
イ
ン
パ

ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
とM

AKOTO

さ
ん
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
、
第
一
号
会
員
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
理
由
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
第
一

号
会
員
の
中
で
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
と

M
AKO

TO

さ
ん
が
民
間
団
体
と
し
て
際
立
っ
て
い

る
印
象
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

竹
川　

お
そ
ら
く
、
起
業
家
支
援
に
関
わ
る
民

間
セ
ク
タ
ー
の
代
表
と
い
う
よ
う
な
形
で
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
長
年

に
わ
た
り
、
仙
台
市
と
連
携
し
て
起
業
家
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
実
績
が
、
私
た

ち
の
強
み
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
主
に
イ

ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
は
社
会
起
業
家
の
育
成
支

援
を
、M

AKOTO

さ
ん
（
当
時
）は
急
成
長
を

め
ざ
す
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
を
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
切
り
口
で
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
仙

台
市
と
し
て
は
、
両
方
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
い
う
意
向
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

産
学
官
金
連
携
が
必
須
の
起
業
家
支
援

現
場
感
が
物
を
言
う
官
学
と
の
調
整
力

―
―
こ
こ
で
改
め
て
行
政
や
大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

初
は
先
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
い
たIN

TILAQ

の
設

立
か
ら
始
ま
っ
た
…
。

竹
川　

き
っ
か
け
はINTILAQ

の
設
立
で
す

ね
。
カ
タ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
基
金
か
ら
の
支
援
を

受
け
てINTILAQ

を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、イ

ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
と
仙
台
市
の
間
で
連
携
協

定
を
結
ん
で
お
り
、INTILAQ

の
場
所
を
卸
お
ろ
し

町ま
ち

に
決
め
る
際
に
も
、
仙
台
市
と
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。
地
下
鉄
東
西
線
が
開
通
す
る
予
定
も
あ

り
、
東
北
大
学
と
直
接
つ
な
が
る
こ
と
も
、卸
町

に
す
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

―
―IN

TILAQ

の
立
地
が
卸
町
で
あ
る
こ
と
に
、

少
し
疑
問
を
感
じ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
背

景
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
後
の
仙
台
市
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
進
ま
れ
ま
し
た
か
。

竹
川　

実
は
私
が
加
わ
っ
た
２
０
１
４
年
当
時

は
、
ま
だ
場
所
は
決
ま
っ
た
が
中
身
は
無
い
、

と
い
う
よ
う
な
状
態
で
、
必
ず
し
も
円
滑
に
進

ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
し
た
。
当
時

の
チ
ー
ム
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
、
私
と
佐
々
木
（
現INTILAQ

セ
ン

タ
ー
長
）
が
同
時
期
に
加
わ
っ
て
、
仙
台
市
を

含
め
た
関
係
各
所
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
先
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
立
ち
上
げ

な
ど
で
、
行
政
や
地
域
社
会
と
の
連
携
の
難
し

さ
、
そ
し
て
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
経
験
が

少
し
は
活
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
民

間
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
理
解
し
、

地
域
を
理
解
し
た
上
で
、
現
場
で
じ
っ
く
り
話

す
、
調
整
す
る
、
が
極
め
て
重
要
で
し
た
。

　

一
方
、
大
学
と
は
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
事
業

で
以
前
か
ら
ご
一
緒
す
る
機
会
も
多
く
、
大
学

INTILAQは、「起業家育成・⽀援」を⽬的と

した活動を行っている。起業家のみなら

ず、⼩中⾼⽣、⼤学⽣、主婦の⽅も含め新

しいことにチャレンジする「マインドの育

成」、アイデアやビジネスチャンス創出のた

めの「きっかけの場づくり」、そしてオフィ

スや資⾦提供まで、総合的に「ココロイキル

ヒト」を⽀援している。

写真上：「INTILAQ」外観

写真右下：「階段教室」

写真左下：コワーキングスペース

INTILAQ が企画運営する SOCIAL IGNITION サイトから抜粋し本誌が再編集

仙台市と INTILAQ が 2017 年度より「SOCIAL IGNITION ～東北から着火する社会変革の炎～」事業を開始。
4step と３施策で、今後の地域を担う人材やイノベーションを起こす人材を育て、着火し、持続可能な東北地域をめざしています。

※木の実が落ちて土を肥やしています。
これはリーダーやロールモデルとなった人々が、次の世代の成長をサポートしていく姿をイメージしています。

「一歩踏み出す」
イベント、ワークショップの開催

アクセラレータプログラムの開催

ココロイキルヒト リーダーズの創設施策③

施策②

施策①

SIA プログラムの採択者及び、これから社会課題解決
を目指す人にとって「ロールモデル」的な存在となる
東北で活躍されている諸先輩方を「ココロイキルヒト
リーダーズ」と名付け、様々な形で一人一人の想いの
実現にむけてご協力をいただいております。

心意気（チャレンジ）、

心生きる（感動する）など

複数の意味を有する

東北起業家を指した

オリジナルのコトバです。

東北をきっかけとした「姿」が

このコトバにはあり、

他人事ではない

自分ごとであることに

気づきをもたらす

コトバです。

一歩を踏み出した「ココロイキルヒト」を集中的に支
援・育成を行うため、社会起業家アクセラレータプロ
グラム（SOCIAL IMPACT Accelerator：「SIA プログラ
ム」）を企画、2017 年より実施しています。

地域のため、社会のため、自分も何かやりたい、とい
う様々な想いを胸に抱えている方々を対象に、一歩踏
み出すきっかけとなるイベントやワークショップをご
提供します。

レジェンド

ロール
モデル

（若手）
リーダー

挑戦者

潜在層

STEP

“SOCIAL IGNITION” 事業の全体像
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も
出
て
き
て
、
東
北
大
学
の
強
み
の
一
つ
で
あ

る
医
学
分
野
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
や
は
り
医
療
分
野
は
人
命
に
関
わ
る
こ
と

も
多
い
た
め
、
何
度
も
言
う
よ
う
で
す
が
、
短

期
的
な
成
果
の
み
を
急
ぐ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
技
術
を
磨
き
、

人
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
社
会
実
装
を
進
め
て

い
く
姿
勢
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

―
―
中
長
期
的
な
視
点
を
持
つ
べ
き
医
療
分
野
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
育
つ
土
壌
と
し
て
、
仙
台
の

環
境
は
適
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

竹
川　

ボ
ス
ト
ン
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ

れ
こ
そ
仙
台
の
持
つ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

軸
が
、
じ
っ
く
り
と
研
究
開
発
に
取
り
組
む
べ

き
医
療
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
、
有
利

に
働
く
可
能
性
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
仙

台
で
あ
れ
ば
全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
に
流
さ
れ
す

ぎ
ず
、
地
に
足
を
つ
け
た
事
業
展
開
を
進
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

　

実
は
昨
年
宮
城
県
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ア
イ
ラ

ト
社
の
メ
ン
タ
ー
を
務
め
た
の
で
す
が
、
支
援

者
と
し
て
は
、
長
期
的
な
視
点
で
彼
ら
の
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
技
術
力
が
高
く
、
社
会
的
な
課
題
解
決
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

対
し
て
は
、
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
と
事
業
を
育
て

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

の
組
織
構
造
や
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
た
こ

と
が
、
産
学
連
携
を
進
め
る
上
で

役
立
ち
ま
し
た
。

―
―
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
と
い
う
役

割
を
通
じ
て
、
仙
台
市
と
東
北
大
学
と

い
っ
た
異
な
る
組
織
の
間
を
取
り
持
つ
、

潤
滑
油
の
よ
う
な
役
割
も
担
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
が
？

竹
川　

本
当
に
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

は
別
に
し
て
、
そ
う
あ
り
た
い
な
と
は

思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
仙
台
市
、
宮

城
県
、
東
北
経
済
産
業
局
、
東
北
大
学
、

仙
台
経
済
同
友
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
思
い
を
理
解
し
、

円
滑
な
連
携
を
促
す
よ
う
な
役
割
を
担
え
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
し
、
地
域
全
体
と
し
て
発
展
し
て
い
く
よ

う
に
協
働
で
き
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

強
み
に
な
る「
仙
台
ら
し
さ
」と
は

百
万
都
市
・
東
北
大
学
・
支
店
経
済
・
時
間
軸

―
―
仙
台
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
「
仙
台
ら
し
さ
」と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
点
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

竹
川　

推
進
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
て
策
定
し

た
「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
戦
略
」
に
も
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
産

官
学
の
距
離
の
近
さ
で
す
。
地
理
的
な
要
因
も

あ
り
ま
す
が
、
人
口
百
万
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、

関
係
者
間
の
顔
が
見
え
や
す
く
、
連
携
が
比
較

的
容
易
で
す
。
東
京
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
行

政
、
大
学
の
関
係
者
と
の
接
点
が
多
く
、
ひ
と

た
び
そ
れ
ぞ
れ
の
内
情
が
分
か
る
と
協
力
体
制

を
築
き
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
東
北
大
学
の
存
在

は
、「
仙
台
ら
し
さ
」
の
中
核
を
成
す
と
言
え

ま
す
。
特
に
、
マ
テ
リ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
を
は

じ
め
と
す
る
理
系
分
野
の
研
究
が
非
常
に
強

く
、
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
技
術
シ
ー
ズ
の
供
給

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
学
部
も
強
力
で
あ
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
発
展
も
期
待
で
き

ま
す
。
学
都
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
近
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
多
様
な
大
学
が
集

積
す
る
ボ
ス
ト
ン
と
同
様
に
、
仙
台
も
東
北
大

学
を
中
心
に
多
く
の
学
生
や
研
究
者
が
集
ま
り
、

ま
ち
の
活
気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
見
逃
せ
な
い
の
が
、
仙
台
が
支

店
経
済
の
色
合
い
が
濃
い
都
市
で
あ
る
と
い
う

点
で
す
。
多
く
の
大
企
業
が
拠
点
を
置
い
て
お

り
、
こ
れ
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
む
し
ろ
大
企
業
へ
の

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
優
秀
な
人
材
が

集
ま
る
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
数
年
単
位
で

地
方
中
核
都
市
で
あ
る
仙
台
に
滞
在
す
る
優
秀

り
社
会
的
な
課
題
解
決
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組

む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
が
、

仙
台
ら
し
い
発
展
の
あ
り
方
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
現
状
で
は
、
外
部
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
や
短
期
的
な
成
功
事
例
の
影
響
も
あ
り
、

目
先
の
資
金
調
達
や
早
期
の
Ｉ※

※

Ｐ
Ｏ
を
め
ざ
す

傾
向
も
否
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
一
つ
の
目
標
と

し
て
良
い
と
思
い
つ
つ
、
も
し
短
期
的
な
成
功

だ
け
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
東
京
の
よ
う
な

競
争
の
激
し
い
環
境
に
身
を
置
く
方
が
効
率
的

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仙
台
の
強
み
を
活
か
す
の

で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
中
長
期
的
な
視
点
を
持

ち
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視
す
る
方
向

性
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

注
目
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
医
療
系

じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
育
て
て
ほ
し
い

―
―
仙
台
で
生
ま
れ
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

中
で
、
竹
川
さ
ん
の
目
に
留
ま
る
、
面
白
そ
う
な

企
業
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
川　

仙
台
ら
し
い
良
い
会
社
も
い
く
つ
か
出

て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
医
療
系
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
中
で
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め

始
め
て
い
る
「
ア
イ
ラ
ト
（
株
）」（
p
・
6
参

照
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
A
I
を
活
用
し
た
が

ん
放
射
線
治
療
の
効
率
化
と
い
う
、
社
会
的
な

意
義
も
大
き
い
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
技
術

力
も
高
い
で
す
。
他
に
も
、
眼
科
や
歯
科
領
域

で
も
革
新
的
な
技
術
を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

な
人
材
は
地
域
の
魅
力
に
触
れ
、
将
来
的
に
仙

台
で
何
か
を
始
め
た
い
、
役
に
立
ち
た
い
と
考

え
る
人
た
ち
も
実
際
に
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
震
災
後
の
支
援
の
広
が
り
に
も
、そ
う
し
た

仙
台
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
人
々
が
多
か
っ
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

個
人
的
な
見
解
と
し
て
は
、
仙
台
に
は
独
特

の
「
時
の
流
れ
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
住
ん
だ
経
験
が
あ
る
世
界
３
大
都

市
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ

ン
ド
ン
の
よ
う
な
忙
し
な
さ
、
東
京
の
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
感
と
も
異
な
り
、
も
う
少
し
ゆ
っ
た

り
と
し
た
、
心
地
よ
い
時
間
の
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
代
社
会
が
短
期
的
な
視
点
に

偏
り
が
ち
な
中
で
、
中
長
期
的
な
視
点
で
じ
っ

く
り
と
物
事
を
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
、
仙
台
の
潜
在
的
な
強
み
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
軸
は
、
仙
台
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
も
影
響
を
与
え
、
目

先
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な
価
値
創
造

に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
中
長
期
的
な
視
野
に

つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
「
仙
台
ら
し
さ
」は
、
仙
台
で
生
ま

れ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
戦
略
や
方
向
性
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

竹
川　

仙
台
の
持
つ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
軸

の
中
で
、
技
術
シ
ー
ズ
を
じ
っ
く
り
と
深
め
た

仙 台 の 持 つ 、 ゆ っ た り と し た 時 間 軸 が 、

　 じ っ く り と 研 究 開 発 に 取 り 組 む べ き

医 療 系 スタートアップ に と っ て 、

　 　 有 利 に 働 く 可 能 性 が 高 い

写真右から新緑の定禅寺通、期待を集める東北大学医学部、杜の都を穏やかに流れる

広瀬川、大企業の支店が集まる青葉通
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社
会
課
題
解
決
を
め
ざ
す
学
生
た
ち
へ
は

起
業
を
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
と
し
て
提
示

―
―
２
０
２
３
年
か
ら
始
ま
っ
た「
仙
台
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス（
S
G
S
C
）」

も
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
次
世
代
の
起
業
家

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
た
ち
の
意
識

に
つ
い
て
、
何
か
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

竹
川　

S
G
S
C
に
参
加
す
る
学
生
た
ち
は
非

常
に
純
粋
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
の
活
躍

や
、
東
北
地
域
を
良
く
し
た
い
、
面
白
く
し
た

い
と
い
う
意
欲
、
そ
し
て
社
会
的
な
課
題
解
決

意
識
を
強
く
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
起
業
や
短
期
的
な
成
功
を
ゴ
ー
ル
に

す
る
の
で
は
な
く
、
起
業
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
の

選
択
肢
を
、
こ
れ
ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
学

生
た
ち
に
提
示
し
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
卒
業
し
た
と
き
や
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取

得
し
た
と
き
も
そ
う
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
起
業

す
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
大
企
業
な
ど
で

の
経
験
を
経
て
か
ら
、
改
め
て
起
業
を
考
え
る

と
い
う
道
も
十
分
に
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
社
会
起
業
家
な
ら
特
に
そ
の
道
は
良
い
選
択

の
一
つ
で
す
ね
。
そ
の
一
方
で
シ※

※

リ
ア
ル
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
を
め
ざ
す
若
者
も
増
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

竹
川　

シ
リ
ア
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を
め
ざ

援
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
仙
台
市
は
２
０
２
３
年
、
仙
台
都
心
部
に
新

た
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
と
し
て「YU

I N
O

S

」

に「
仙
台
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
」（
p
・
4
、p
・

28
参
照
）を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
か
。

竹
川　

仙
台
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
非

常
に
利
便
性
の
高
い
拠
点
で
あ
り
、
広
範
囲
の

層
の
人
々
が
集
ま
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

仙
台
市
や
東
北
大
学
も
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
お

り
、
地
域
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
新
た
な
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

り
に
取
り
組
む
「
ま
ち
織
人
」
の
方
々
に
向
け
て
、

竹
川
さ
ん
な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

竹
川　

仙
台
に
限
ら
ず
、
日
本
の
強
み
は
、
中

長
期
的
な
視
点
で
じ
っ
く
り
と
物
事
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

進
化
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
短
期
的
な
効
率

性
や
成
果
が
重
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
日
本
ら

し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
社
会
の
真
の
活

性
化
に
は
、
時
間
を
か
け
た
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
す
。

　

地
方
都
市
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
、

そ
し
て
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
つ
な
が
り
と
い

う
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
が
あ
り
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
お
い
て
も
、
目
先
の
ト

レ
ン
ド
や
成
功
事
例
を
追
い
か
け
る
の
み
で
は

な
く
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
強
み
や
特
性
を

活
か
し
た
、
持
続
可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
仙
台
で
あ
れ

ば
、
東
北
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
機
関
の

知
恵
や
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
経
験
を
通

し
て
培
わ
れ
た
、
社
会
的
な
課
題
解
決
へ
の
意

識
の
高
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
短
期

的
な
経
済
効
果
だ
け
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
長
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
文
化
や
自
然
を
大
切
に
す
る
視
点
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
、
企
業
、

大
学
、
そ
し
て
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

す
と
い
う
よ
り
は
、
ま
ず
は
目
の
前
の
事
業
を

な
ん
と
か
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
、
よ
り
現
実

的
な
志
向
を
持
つ
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

情
報
過
多
の
現
代
に
お
い
て
、
短
期
的
な
成
功

事
例
が
目
に
入
り
や
す
く
、
ど
う
し
て
も
そ
れ

を
目
標
に
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
短
期
の
成
功
の
積
み
重
ね
が
中
長
期

の
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
そ
れ

自
体
は
全
く
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
地
域
で
支
援

す
る
立
場
と
し
て
は
、
中
長
期
と
の
バ
ラ
ン
ス

は
意
識
す
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

民
間
は
短
期
的
成
果
を
求
め
て
当
然

官
学
は
長
期
的
で
地
域
に
根
差
し
た
支
援
を

―
―
短
期
的
な
成
果
を
求
め
る
傾
向
は
、
仙
台
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
与
え
る
影

響
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

竹
川　

比
較
的
短
期
で
リ
タ
ー
ン
を
求
め
る
の

は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
の
民
間
セ

ク
タ
ー
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
は
正
し
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
仙
台
市
や
東
北
大
学
と
い
っ
た

官
学
の
支
援
と
し
て
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
重
視
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。
既
に
民
間
の
セ
ク
タ
ー
が

機
能
し
て
い
る
領
域
に
、
公
的
資
金
を
投
入
す

る
こ
と
は
、
民
業
圧
迫
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
か
ら
ね
（
笑
）。
公
的
機
関
は
短
期
的
な
成

果
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
全
体
の
発

展
に
貢
献
す
る
よ
う
な
起
業
に
、
息
の
長
い
支

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
東
北
電
力
も
拠
点
を
置

か
れ
た
と
聞
い
て
お
り
、
地
域
の
大
企
業
が
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
を
模
索
す
る
動
き
も

出
て
き
て
良
い
流
れ
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
ね
。

―
―
大
震
災
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
仙
台
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ

う
な
段
階
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

竹
川　

大
震
災
直
後
の
復
興
支
援
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
は
一
段
落
し
、
真
剣
に
地
域
で
の
事

業
創
出
に
取
り
組
む
人
々
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
仙
台
市
の
新
た
な
取
り
組
み
が
加
わ
る

こ
と
で
、
第
二
の
成
長
期
に
入
っ
た
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
」

も
、
当
初
は
多
く
の
首
都
圏
の
企
業
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
10
年
と
い
う
節
目

で
支
援
を
終
了
さ
せ
た
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
の

は
、
大
震
災
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
へ
の

貢
献
を
真
摯
に
考
え
て
い
る
人
々
も
ま
た
多
く

残
っ
た
か
ら
で
す
。「YUI NOS

」「
仙
台
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
」
は
、
そ
う
し
た
新
た
な

10
年
を
共
に
創
る
人
々
が
集
ま
る
、
重
要
な
拠

点
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
p
・

4
、
右
頁
下
欄
参
照
）

ま
ち
づ
く
り
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も

地
域
な
ら
で
は
の
強
み
や
特
性
を
活
か
す

―
―
最
後
に
地
方
都
市
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く

を
超
え
て
、
対
話
を
重
ね
、
共
通
の
目
標
に
向

か
っ
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

仙
台
で
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
も
、
単
に
新
し
い
企
業
を
増
や

す
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

社
会
の
課
題
を
解
決
し
、
新
た
な
雇
用
を
生
み

出
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
地
域
で
生
き

る
人
々
の
誇
り
や
希
望
を
育
む
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
短
期

的
な
失
敗
や
困
難
は
つ
き
も
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
こ
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強
く
地

域
へ
の
愛
情
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
、
地
方
都
市
の
活
性
化
に
は
不
可
欠
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
「
ら
し

さ
」
を
大
切
に
し
、
そ
こ
に
根
ざ
し
た
持
続
可

能
な
発
展
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

 「仙台スタートアップスタジオ」のアドバイザリーボードとしてセッション中の竹川さん。

※
1【
Ｉ
Ｐ
Ｏ
】「Initial Public O

ffering

」の
略
で
、

企
業
が
初
め
て
株
式
を
一
般
に
公
開
し
、
証
券
取
引
所

に
上
場
す
る
こ
と
を
指
す
。
企
業
が
株
式
市
場
で
取
引

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

※
2【
シ
リ
ア
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
】
連
続
的
に
新
し

い
事
業
を
立
ち
上
げ
、
成
長
さ
せ
、
売
却
ま
た
は
譲
渡

し
て
、
そ
の
資
金
を
元
に
ま
た
新
し
い
事
業
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
起
業
家
の
こ
と
を
言
う
。

仙台市経済局スタートアップ課作成のプレゼン資料から抜粋し本誌が再編集

仙台の強みを活かしつつ、
社会的・経済的インパクトの創出に挑戦するスタートアップの輩出

ロールモデル予備軍の発掘・育成
ワンストップ支援拠点を市内に整備し、ロールモデル予備軍の発掘・育成を行うとともに、

首都圏からの支援人材等の呼び込みに向けた取り組みを行う

方向性②

学生・若者のアントレプレナーシップの醸成
最先端の教育プログラムの実施や

海外先進地域への派遣プログラムへの参加機会を提供

方向性③

ロールモデルとなるスタートアップの輩出
東北大学等の研究開発型スタートアップに対する支援を通じて、

ロールモデルの輩出をめざす

方向性①

（2023 年度～）さらなるスタートアップ支援環境の充実に向けて
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スタートアップを中心にした3つのミッション

大野　当ビルの検討が本格化したのは、2020年に仙台

市と締結した都心部の活性化に関する連携協定がきっ

かけです。当ビルは、「せんだい都心再構築プロジェク

ト」の第１号物件で、2024年3月に開業しました。

コンセプトには『未来の仙台をつくる共創・賑わいの拠

点に』を掲げ、市民や事業者の方々とつながり、街の新

たな魅力やイノベーションを生み出す場づくりに取り

組んでいます。

方向性を示すミッションは、

① 仙台市と連携した「スタートアップ拠点」の形成

② 次世代放射光施設「Nano Terasu」（ナノテラス）との

連携による放射光の産業利用促進

③ 地域と連携した「街の賑わいと回遊性」の促進

以上3つを掲げ、私たちは主にスタートアップを軸とし

て取り組みを展開しています。

石間　施設運営はコンセプトが実現できるように、具体

的にコミュニティマネジャーがハブとなり入居者ニーズ

に基づいて、各ミッションに関連するイベントを定期的

に開催したり、マッチングの機会を設けたりしています。

産学官一体化が評価され有力企業の利用相次ぐ

大野　イベントや支援機関の窓口設置により、スタート

アップは日常的に行政や大学関係者と会話する機会を

得ることができます。また産学官が同じビルで活動する

ことにより、支援者同士の横のつながりが強化されてき

たと感じています。

石間　やはり、仙台市をはじめ産官学の関係機関が一緒

の場所に揃い、一体感を持って取り組んでいる効果は大

きいです。その点を評価され、地元の有力企業がコワー

キングスペースの会員になるなど、利用も増えています。

　属性に関わらず、スタートアップに関心のある人、協

業したい地場企業などの熱い動きを感じます。私たちも

週2回程度のイベントを私たちや仙台市の「仙台スター

トアップスタジオ」を中心に開催し、さまざまな形式で

交流の機会を提供しています。東北大学との連携による

学生向け企画も実施し、学生の誘引にも積極的に取り組

んでいます。まちなかに拠点を設けることで、学生が大学

からまちに出る機会をつくり、回遊性を高めたいと考え

ています。

共創を生むコワーキングスペースづくり

大野　コワーキングスペースは利用料を得る単なる作

業場ではなく、共創が生まれる場にしたいと考えてい

ます。初年度は利用者が事業アイデアを発表しフィー

ドバックを得る「壁打ち」のイベントを実施しました。ま

た、スタートアップにはオープンイノベーションも必

要であるため、私たち各事業会社側でも交流会を始めて

オープンイノベーションの機運づくりを試み、共創を生

み出す空間づくりに挑戦しています。

石間　コワーキングスペースの中で部活動をつくるの

も有効だと考えています。まず話しかけやすい雰囲気や

きっかけづくりも必要だと、「話しかけOK」のサインの

導入などを検討しています。

スタートアップ成長と回遊性向上の両立

大野　近くには「仙台朝市」「仙台銀座」という商店街が

あり、商店街の方々とは開業前からワークショップで

将来像について議論を重ね連携を深めてきました。フォ

トコンテストを共同で開催するなど、近隣の方々と連携

しながらエリアの回遊促進に取り組んでいます。1階の

カフェも、もともと仙台朝市の店舗で、地元の食材を

使った新鮮でヘルシーな料理を提供しています。オフィ

スワーカーだけでなく地域の方々も多く訪れています。

石間　可能性を感じたイベントが、ヘルスケア分野のス

タートアップによる実証実験やプロダクトが体験でき

るショーケースで、普段は来ない高齢者の方々も来場し

て盛り上がりました。「YUI NOS」という場を介して老

若男女属性を問わず交流を促し、イノベーションを創出

する活動に参加・貢献してもらえたイベントとなりまし

た。このようなスタートアップの成長とまちの回遊性向

上を両立させる試みも増やしたいと考えています。

今後の課題を見据えてのメッセージ

石間　場の価値とは、場の美しさやデザインも重要です

が、それだけではなく人々の活動が魅力的に積み重な

り、やがて求心力となる場だと考えます。それをめざし

ていきたいと意を強くしています。

大野　ハード面では良いものが作れる時代だからこそ、

そこに付加価値としてどれだけソフト面で頑張れるか。

ソフト面の施策を通じて、物件価値の維持・向上に挑戦

することが、私たちの使命だと感じています。（談）

未来の仙台をつくる共創・にぎわいの拠点に
共創的コミュニケーションの場づくりへの挑戦
「アーバンネット仙台中央ビル」を舞台に展開される、仙台と未来をつなぐイノベーション創出支援の
最前線を、インキュベーション施設運営の視点から追う。

YUI NOSについて 「YUI NOS」（ゆいのす）は、2024年3月14日に開
業した「アーバンネット仙台中央ビル」の1 階〜4 階の施設。さまざま
な想いを持った人々が集い、つながり、想いがコトに進化する“結びの
巣”である。出会いのきっかけになるコワーキングスペースや回遊を生
むオープンスペースを有し、「仙台スタートアップスタジオ」、「SENDAI
STARTUP CAMPUS」、「テクスタ宮城」、などと連携して産官学共同で
さまざまな起業支援を実施している。

 「アーバンネット仙台中央ビル」の全景。

仙台市青葉区中央に位置し、地上19階・

地下1階建て。2023年11月竣工の複合ビ

ル。延床面積は約42,132㎡。高層階（5

～19Ｆ）は賃貸オフィス、低層階（1～4

Ｆ）には多様な交流の場「YUI NOS」（ゆ

いのす）を設けている。

オフィスワーカー、

スタートアップ、地域

住民、学生など多く

の方々が行き交う北

側エントランス（手

前）とカフェ（奥）

大野さんたちが企画

運営した「仙台朝市

銀座UNフォトコン

2024」のポスターと

仙台朝市の風景。

上：オープンイノベーションの場とし

ても期待されるコワーキングスペース

下：週に何回もイベントが行われ

るイノベーションスペース
石間裕基 氏
NTTアーバンソリューションズ株式会社 
経営企画部 インキュベーションPT 主査

 1990年東京都生まれ。スマートシティ
分野での新規事業開発を経験の後、現
職でスタートアップ支援に取り組む。仙
台・東北のイノベーション創出による地
域活性化とそこに地域住民を巻き込み
関係人口の増加をめざす。

大野剛史 氏
NTT都市開発株式会社
東北支店 開発担当

NTTアーバンソリューションズ株式会社 
経営企画部 インキュベーションPT 兼務

1997年奈良県生まれ。地域と連携した
まちづくりに魅力を感じ、NTT都市開
発入社後すぐに同ビルの開発推進業務
に従事。ビル開業後も、引き続き各種連
携協定の窓口や施設運営業務に携わる。


